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【日記翻刻】 

奥田八二日記抄録（1982・83 年） 
 
 
1982（昭和 57）年 
 
1 月 1 日（金） 
どこへも行かず家族揃って何となくわいわいやって過ごす。 
正月という気分がだんだんしなくなる。正月客というものもない。ある人もあろうがこち

らはない方だのに、近頃はそれがもっとなくなる傾向にあるのではないか。おせち料理も

おみきも客を意識しないですむようになった。クリスマスイヴもキリスト者でない限り近

頃はあまりしない傾向ときく。それと何か関係があるように思える。合理主義がひろまっ

たのだろうか。みんな自分の家族でわいわいやっているようだ。いつも職場その他で一し

ょにやっている者が正月だからせめて顔を合わせないですごしたいと思うのであろう。そ

れにしても年賀状は困る。40 円の料金はいかにも高い。配達の手間がかからない分だけで

も割引いたらどうだろう。年に一度の賀状の交換はよいことだが、近頃何だかその意義も

感じなくなってきた。いつも顔を見合わせている者との交換はもっとつまらないように思

えてならない。賀状の中にはていねいに色分けでプリントしたのがある。もらった方はう

れしいが、一枚一枚大変だろう。それをできる人はうらやましい。子供達が揃って帰省し

てくることはわずらわしいが、正月という口実がなければできないよいことだ。 
 

1 月 10 日（日） 
おしつけられる戦争の可能性 
日米の安保協議委員会で極東有事の共同研究に着手することになった。さきに有事立法が

問題になったが、これは自衛隊独自のものだがこんどのは米軍が日本以外のとくに韓国と

の関係で「有事」になった時点で出動する米軍に基地提供などの便宜供与をどの程度なす

ことが可能かの研究である。そうなるとアメリカ軍の行動のために日本の法律まで合致す

るように準備してかからねばならぬことになる。もちろんそれだけでなく、日本の意思で

ない米軍の決定がわれわれを戦争の範囲にまきこむことになる。こんなのは独立国とはい

えない。米空軍は（第 5 空軍）横田基地に、米海軍は（第七艦隊）横須賀基地に司令部を

おき、ともに朝鮮半島を含む東北アジアに自由に作戦展開するし、それをわれわれがチェ

ックする手段なく、その行動に束縛されるのである。米本土の部隊が日本を中継基地とし

て朝鮮に飛び、日本は米軍の後方補基
マ マ

地の役割を負うことになる。先日のテレビ討論会で

石原慎太郎はおしつけられた日本国憲法は日本人の手で作り直せといっていたが、この馬

鹿者はその線で今後日本がおしつけられた戦争をすることになるとはいわないのだ。 
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2 月 8 日（月） 
新県庁舎の光と影 
地域懇のテーマが「新県庁舎の光と影」ということだったが、報告者のフクニチ記者笠井

進氏が“新県庁舎と住民”とテーマをかえていた。内容はテーマにこだわらないものだっ

たが、話術はあまり上手といえぬものであった。そこで仕事をしている人からの意見も出

してほしいと思って県職組の人にたのんでいたら三人来てくれたし、労政課からも来てく

れた。新庁舎が約 400 億円かかったということ、維持費に光熱関係等 1 日に 500 万円もい

るということ、新しいものは高くつくということがこれではっきりしてくる。旧庁舎とは

厳密に比較はできないが旧庁舎は 1 日その三分の一ほどですんだらしい。管理が官僚的機

械的になっていて、一般人にはなかなか近づき親しみにくい仕組みになっていることが発

言の中で多く出された。なれないせいもあって、ステップをまちがえたり、ガラス戸を見

まちがえて怪我をする人が毎日何件か出ているとの報告には驚かされた。当然の犠牲です

ませうるだろうか。知事のいる城という感じがするそうだが、今の知事は城の感じが好き

のようだ。県民から距離ができるのをよろこぶような知事なのである。 
 

3 月 15 日（月） 
知事 5 選をねらう 
来年の知事選をひかえて現亀

マ マ

井が 5 選をねらえば、桑原元副知事がそれを阻止すべく、自

民内部で駆引きが続けられている。財界のひかえ瓦林は亀井のバックにあってそのトップ

のはずだが、桑原を支持し、亀井の横柄ぶりを批判している。天皇みたいな気分でいる亀

井は政治的に立ちまわることにはすぐれているが、県民のためを思ったりする心はないし、

知恵からしても何をいっても新鮮さがなく、特に創造性のない男だと私には思われる。そ

の上傲岸ときているから桑原がよいかどうかは別として早く退いたらよいと思う。完全な

オポチュニストたることが目ざわりになる。道路、施設等々土建仕事ばかりしてきた知事

だから、土建屋の票をたくさんもっている。支持というよりは利権でしめつけての票であ

る。400 億円を投じて天神から東公園に移した県庁舎の建設、彼にとっては大した利得があ

っただろう。福岡県民がこんな男に多数投票しつづけ、まだこの上 5 回目投票するなら県

史に汚点が残ろう。道路や建物のほかに歴史に名の残るような価値ある知事ではない。日

本経済政治社会の波に乗って 4 選を果たした幸運児たるにすぎない。 
 

7 月 1 日（木） 
知事公舎をめぐる監査請求運動 
今日から知事公舎建設をめぐる福岡県事務監査請求の署名運動がはじまる。運動側は 50 万

票集めるといい、できたら 100 万票ならと希望を高めている。地方公務員も、これは政治

活動ではないからとの確認を当局からとりつけたため、自治労の諸君はどしどし受任者に
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なって活動をはじめている。久留米のゴム 3 社の組合では全員が受任者になろうと張り切

っているという。知事側は公舎条例を作り祝日に公舎開放をするとか、私用部分の備品は

撤去し転用するとか、豪華すぎたと反省しているとか。手段弁明を講じているが、懸命の

逃げである。建設費は 3 億 7 千万円の予定が 5 億 9 千万円にふくれ上がり、県緑化推進事

業費から 55 年度に 1 千万円流用するなど不透明、度外れの豪華な奢りが随所にみられる。

リモコン門扉、テレビカメラ、ガードマンなどによる公舎の過剰警備は常識を逸脱、一本

60 万円もするというケヤキ植樹、これは造園業者との癒着の結果として指摘されている。

自民党は一概に豪華すぎるとはいえないといい、知事は百年の計の立場で作ったと開き直

る場面もあった。五選出馬をきめたばかりの亀井だが、汚い権力盲
ママ

者というしかない。 
 
7 月 8 日（木） 
公舎を娘婿の選挙運動に使用（亀井光） 
知事公舎問題で野党が特別委における追及を続行している。茶坊主どもが権力の座にいて

亀井擁護の横着な答弁をくりかえしている。議事録に残るだろうに厚顔そのものだ。昨日

は造園入札、インテリアなどが問題にされたが、政治的結託は明かだ。共産党の方から亀

井の娘婿太田誠一が新築公舎を作って選挙運動したことを追及したことも別記事として新

聞に出ている。甘木・朝倉地方の太田後援会の一行 120 名が公舎に来て、太田とその嫁、

その母（知事夫人）3 人があいさつ、弁当と茶の接待をした（今年 2 月 5 日）という。一般

に公開しないといわれている公舎を血縁に使わせ後援会を呼んで弁当を食っている。亀井

とその女房のシャシャリ出が示す絶対権力もここまであばかれては、強引な答弁で逃げは

打てても、人間としてもはや終りというしかない。75 歳になろうというのに、欲の皮の突

っぱりは大変なものである。太田事務所では弁当は後援会が持ち込んだといっているが、

そのような逃げをうつのか。池ノ内県総務部長（茶坊主筆頭）は、公舎利用の事実かどう

か調べると答弁。調べる必要もないのに。 
 
7 月 11 日（日） 
県民党ということの意味 
今日仲好での協会県支部知事選対策会議で、来年の知事選にどう臨むかについて県評は大

会を 8 月上旬に控え、ぎりぎりの態度決定にせまられているが、候補もきまらずどうする

かを討議したが、候補を決めるためにも、県民党的発想に立って、社共労を従来のように

前に出させないようにすべきではないかとの方針が提案された。八丁君が、その際地公労

は賃上げ要求は自粛するぐらいのコンセンサスがえられるかに反問したので会議ではかな

り紛糾した。県民党なるものの意味が人によりさまざまに理解されているためである。今、

知事公舎問題にあらわれているように、亀井県政の腐敗浄化、ガラス張り一点にしぼった

民主化を前面に出し、党派や立場は選挙についての条件にしないという最大公約数でいく
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しかなく、党派や立場は他の場で自由に出すべきだということではないだろうか。そうす

ると公務員賃金は自粛という線は出てこないわけである。共産党のいい分についても同様

であり、争うべき点は除去するのではなく、知事選出の一点では出さないだけというので

なければならない。 
 
7 月 12 日（月） 
県民党ということの意味（つづき） 
昨日の八丁君の地公労賃上要求自粛論は評判がよくなかったし、組合員たちは反発したよ

うだ。われわれが提案した県民党というのは、社共労の三者が各個別的立場をこえて従来

のような選挙協定のようなことをせず、後にひかえ、超党派的な一つのグループが前に出

て、社共労の 3 者はだまって超党派的な候補を推せということを意味していた。その候補

は何党の候補かときかれれば県民党だというだけである。一つの候補にしぼってこれを推

すという点で同時に反亀井という点で一致しているだけでよい。それに条件を付けて社共

政策協定だとか、候補に対する一党の政策条件づけなどはしないということだ。当選をし

たという仮定のもとである党、ある組合が知事を相手どって、仮に北九州市の清掃闘争み

たいに、市政に大混乱をおこすようなことがあっても仕方がないが、なるべくそのような

ことがない方がいいだろう。それを自粛してかかるという約束を事前にする必要はないの

ではないか。候補と協定を結んでおかないと選挙に協力できないとなるとヒモつきになる

が、そんなのは県民党といえないのではないだろか。むしろ問題は超党派的に誰が前に立

って走るかだ。 
 
7 月 13 日（火） 
反亀井の県民党が立つべきとき 
12 日、県議会は公舎条例を可決、百条委設置を否決して幕を閉じた。公舎建設疑惑は突張

り答弁で一切解明されぬまま、百条委の展望もふさがれた。民社が後押しして自民がゴリ

押ししての結果である。自民の中には一部だが反亀井が、山崎拓を中心にしこりとして残

ったし、公明は従来のようにまたぐらこうやくにはかわりないが、こんどは亀井にくっつ

かなかった。聞けば県庁内幹部の間には茶坊主どもに対する反発がかなり台頭しているら

しい。実力もないのにおべっかを使う奴が前に出ている。凡庸の主にあり勝ちなことだ。

とくに金権で政権が長期につづいた今回のような場合はなおさらである。公舎疑惑のこの

ような結着で、今進められている監査請求署名の反響では、県民の多くは亀井に倦むとい

った空気が顕著にあるらしい。自民党内部で、山崎を中心に動いている連中が推している

桑原は、もう知事候補としては消えたらしい。24 日に亀井は 5 選を目指し出馬声明をする

という。反亀井の県民党が旗上げするのは今をおいて他にない。候補とそれをかつぐみ輿

を大急ぎで作らなければ････。 
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7 月 15 日（木） 
学者・文化人を共産党サイドから牛耳ろうとする傾向 
福岡県の共産党が何を考えているのか全く理解しにくい。知事選を一しょにやろうという

問題について、同和問題で自分達の方針に同意せよと社会党にせまって離さない。社会党

はすでに理屈では勝てないのだが、部落問題での従来のしがらみで共産党に譲歩するわけ

にはいかない。共産党はそれを承知で社会党に喰いついて離さない。この両党の話合いが

まとまらないと学者・文化人の側も動けないという木梨発言もまた理解できない。山川ら

にいわせると、それは「住吉命令」だろうという。つまり木梨氏の立場は重要点で共産党

指令に従ったものであるというのである。真偽の程はともかくとして、学文の集りをした

時は共産党系が異様な奮発結束を誇示する例がしばしばある。共産党系の知識人たちは党

に大変忠実で、木を鼻でくくるような議論になっても平然として党に忠誠を立てた発言を

くりかえす。又は一つの会議を自分たちの党からみた意見でリードしなければ気がすまな

い。学文を全く別途再建しなければどうにもいかないのではないかというのが社会党系か

らの意見。 
 
7 月 16 日（金） 
統一行動に共産党が条件になることから脱却したい 
木梨事務所に行き、明日のローフレンズ第 4 回総会に欠席するので会長としてメッセージ

を書き置き、次回地域懇第 5 回総会の役員要請文を起案してきたが、その際、来る 23 日に

予定している知事選に関する懇談会について木梨氏と若干意見を交換した。学文が動かね

ばならぬ状況はまことに残念で、それも社共統一行動が条件だということは一致するのだ

が、社共の一致が前提で、学文が動くというのと、学文が動いて社共の一致を促すという

のと、彼我の意見は微妙にくいちがっている。木梨氏は一致がなければを強調、私は一致

を促すということを強調している。といって相互に相手を否定してはいないのだが、私に

してみれば彼が一致が前提ということを強調しすぎると思うのである。それも何だか中央

のあやつり人形みたいに動く共産党、一度言い出したらハンコをついたように同じ言葉を

くりかえして硬直した態度をかえない共産党を統一行動の相手と見なして諸運動を考えな

ければならないとは情けない。無視してかかれないものかといつも思う。 
 
7 月 24 日（土） 
亀井の 5 選出馬表明 
亀井が天神の国際ホールで五選出馬を正式に表明した。自民、農政連、民社、県友、県民

クラブ、福岡地方同盟が推薦している。社、公、共が除かれているだけで、あとは腐敗臭

一ぱいの亀井からあれこれ報酬をうけているわけである。知事公舎問題については、六月

県議会でみそぎは済んだといい、批判に対しては「深く反省、心からおわびする」とうす
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ら笑い。多選の弊については、出馬によって県民の票による批判にまかせると開き直る有

様。救いようのない厚顔ぶりだが、民社・同盟はこんな男が大好きな体質をもっている。

亀井の対抗馬として自民の推薦を争った前労働事務次官桑原敬一派は事態のなりゆきを静

観しているが、まだチャンスをうかがっている模様。社共ゾーンから亀井の対抗馬が出な

ければウソだが、共産党が足ひっぱりに徹し、社会党が全く動けないでいるため、亀井の 5
選出馬批判の候補者を見つけえない状況である。県民一般は反亀井の候補出現を今や遅し

と待ちかまえている。そんな空気が感じられるのに、社会党は何もしえないでバタついて

いる。 
 
7 月 26 日（月） 
共産党を条件に入れないで準備に入ろう 
地公労の役員たちが社会党の竹村氏に県民会議方式の努力を何とかつづけてほしいという

ことのようで、そのため、23 日の流会の後始末の会合を、すし辰で、6 時から、山川、竹

村、私の 3 人で開き、衣笠氏をまじえて、もう一度相談してみることになった。24 日の国

鉄を守る住民会議の折、県本部委員長の小野氏が私に握手を求めて、県民会議方式は全く

賛成なので頼むという意味のことをいったと吻合している。それはいいのだが、そのため

には共産党及び共産党系の介入を排除しなければどうにもならない。選挙をも党勢拡大に

のみ利用しようとして、県民が何を求めているかとは関係ないのが共産党である。今日の

会合では共産党を条件としない知事選準備に入るしかない。県評大会をどう乗り切るかで

あるが、社共合意が進まない状況のもとで、動議により県評だけで選挙準備に入るしかな

いということを決定すればよいということになった。それはそれとして、木梨氏がこうい

う工作の知りうる事実をすべて裏で共産党県委員会に流している点、十分気をつけなかっ

たのは私の手落ちであった。木梨氏も情報外におくしかないことになる。 
 
8 月 9 日（月） 
知事候補に擬せられるが････ 
私に知事候補になれという周辺の人々に暗黙の名ざしがある。県評・社会党県本、協会福

岡などではいろいろ物色しつつ最後は私に的をしぼろうという空気になっている。ある意

味では与望ということで感謝しなければいけないかも知れないが、なかなか踏み切れない。

当然に当選の見込みがあるなら自薦他薦候補も多かろう。指定席のごとき衆参両院議席を

めぐっては誰しも色気を示すし、現役の人達は席にへばりついて動こうとはしない。知事

の席は 4 期連続明け渡しているだけに、また、革新頽潮、退潮、頽勢の中で、当選見込み

が薄いから、ピエロになるような積りでないと革新系から出馬しようという人はいない。

こんどは亀井現知事が公舎問題をおこし、その他の失政も徐々に明るみに出、監査請求署

名も進められ、多選腐敗に倦む県民も少くないから、5 選に固執する亀井に挑むチャンスで
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はある。しかし、所詮対抗勢力はばらばらだし、選挙資金の貧弱さは致命的に思える。カ

ネなしにはひとは動かない仕組みになってしまっているのである。 
 
9 月 16 日（木） 
朝日新聞が知事候補に強い関心を示した 
小倉の津谷氏が草鹿総局長と話してみないかというので駅前の事務所を訪ねた。朝日新聞

らしい目論見と傲慢さが終始感じられ、中味はあったがいやな会見だった。要するにわれ

われの県民の会が早く知事候補選出に踏みきるよう慫慂すると同時に、保守的な者でもい

いから有名人を選べということであった。県民の会が候補選出の鍵をにぎっていることを

知り、放置しておくと社共ゾーンから候補が出てくることをおそれて私との接触を求めて

きたのであろう。亀井を落し勝つことが先決で、社共ゾーンからではそれは無理という説

を立てていた。公明党への接触も強調したが、私は県民の会は党を相手にはしないといっ

た。草鹿氏は公明党 30万票が決定的だともいった。しかし県民の会は社共公いずれにも個々

の接触はもってないし、もつようにはならないだろう。それは各党の主体性の問題だろう。

社共合意、社公合意などいずれも勝手で県民の会はそれに関知しない。同席した臼井県政

担当記者は具体例として都留大治郎と奥田八二では、都留は全県に知られ保守票も取るが

奥田ではそれができないだろうともいった。都留は月刊公明に近頃原稿を寄せているし、

色気も見せている。 
 
10 月 8 日（金） 
森、原野の夜討ちに逢う 
昨日地域懇のあとで数人が例の“さつま”で飲んだが私は参加しなかった。待っていたら

しく森から電話がかかって知事候補選出の動きについてきいたので答えた。そのあと、12
時もすぎてまさかと思ったのだったが森と原野が飲んだ勢いで拙宅におしよせて来た。ウ

イスキーを出して相手したが、候補は一体どうなっているのかというので、斎藤と交渉に

入っているが 2 週間もたっており、県評の岩崎も今日中国旅行から帰ったことだから明日

にでも斎藤の方から岩崎にノーの返事をするのではないか。“県民の会”がこの情勢のもと

では動きがとれず、模様ながめをしている旨を答えた。“さつま”では中西や長谷川もいた

ようで、奥田を推そうというような話題が出て興奮の勢いで拙宅に来たらしい。事は急ぐ

し間違ってはならぬので来たという。いきさつを話して、ひよっとすると斎藤の次は都留

に行くかも知れぬと私がいったら、キー人物が岩崎なら今から岩崎を襲おうという話が出

て家に電話し、仲好にいることをつきとめ、2 人は夜中の 2 時というのに仲好を襲った。朝

になって森からの電話では仲好で岩崎に会い、都留を出すなと釘さし合意ができたという。 
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10 月 9 日（土） 
指名されることを考えてみて 
知事候補に擬せられてやはり当惑。まだ本当の話でないので、どうともいえないが、最後

には私にまわってくる可能性が高い。自分で考えても、思い当たらない。候補難といえよ

う。もし話がきたらどうするか。四囲の情勢、ことわりにくいことは確かだが、決して適

任と自認するわけにはいかない。それに大変危険を冒すことになる。共産党が動くという

期待はもてない。社会党だって半々だろう。地公労のうち福教祖という大部隊は今や死に

体だし、生き残っている幹部クラスは私には反対する力である。県評の他の組合は義理で

動いてそんなに頼りにはなるまい。110 万票は必要だが 80～90 万票にとどまるのではない

か。落選したあとどうするか。県評は面倒をみる姿勢にあるが、今の幹部がどこまで役員

をつづけうるか、疑問だし、第一これからの労働運動そのものが崩壊することを考えてお

かねばならない。社会党や共産党が資金や補償金を用意するとは思えない。そうなると立

候補ということは犠牲者になることではないか。世のため人のためというが、こんどこの

ような情勢下で立つことは世のため人のためになるのか。世のため人にためとは一体何な

のか。いろいろ考えて何もしないに越したことはないと結論。 
 

10 月 18 日（月） 
近頃の体調 
明日は肝機能の検査のため浜の町病院に行く。糖尿病の経過は順調のようだが、どうした

ことか肝臓に問題が出ているらしいのだ。だけど食事調査の結果ももっていかなければな

らないので、2 週間分の営養計算を夜おそくからやりはじめたら、真夜 1
マ マ

時までかかった。

糖尿で制限されているカロリーが 1500～1600 というから、毎食たいがい気をつかい、食品

ごとに分量をメモしておくことになっている。大変だが 9 月 1 日以来 1 カ月半、これは習

慣づいたほどで苦にはならなくなっている。ただ、外泊するような程の場合、外食した場

合、これが面倒だし、そのためメモをしないことが多い。欠けることがあると、その日の

営養計算はできないことになる。1300 カロリー代
ママ

の日もあるかと思うと、1800 カロリーに

なる日もたまにでてくる。目分量でやっているのでもう少し慣れる必要があろう。それに

しても、体重が近頃は 50 キロ丁度、時に一寸割り込むことがあるし、自分でもやせたとの

感が強い。あと 2～3 キロ回復しないと正常とはいえないので、それが気になっている。睡

眠時間がどうしても少く、ひる間はねむい。体調に影響しているはず。 
 
10 月 19 日（火） 
先が一寸心配になってくる 
どういう結果がでるかの期待があったのに、病院では医師の所見はきけなかった。肝臓の

検査は次回にまわされたようだ。体重が多い時より 7kg も減っているし、近頃少しずつま
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だ減りつづけているように感ずるのでそこが気がかりである。夏中入院していた執行氏が

研究室に来ていて、やせたねと私にいった。大西さんもそう思うという。誰もがそう見る

から外見にはっきり出ているわけだ。肝臓ガンかもというと、みゆきが、まさか、という。

いいように解釈する場合と、わるい方に解釈する場合と、それは心理状態によるのだろう。

医師もひょっとしたらと思っているらしい。最悪なら、あと命は短いぞと思う。そうわか

ったら平常心でおられるかどうか自分でわからない。仕方がないと思うようになるのでは

ないか、誰しも命に執着するから最後まで望をつなぎたいのだろうとも思う。でも他方、

もう人生するだけのことはしたんだから、何年か早いか晩いかの違いではないか。少々早

目かなということであっさりあきらめたいものだ。欲を出せば限りがないし、少し長生き

して何かしてみてもそれほど意味があるものでもない。身辺整理はあまりしない方がよい

だろう。 
 
10 月 20 日（水） 
知事候補がなかなかきまらない。 
県民の会で知事候補を早く決めるよう要請したのが8月1日。あれから80日が過ぎたのに、

まだ決まらない。受け皿としての「県政の会」ができたのが 9 月中旬だった。あれからで

も 1 カ月以上になる。教養部の斎藤君に要請してから 1 カ月。彼は正式に辞退したらしい。

10 月上旬にその意向を私にもらしただけでその後は知らない。県評や社会党からこうした

問題についてひんぱんに連絡があっていたのに、ここ 3 週間ばかり何の連絡もない。10 月

8 日に岩崎氏が中国訪問から帰国したというその日に、森と原野が仲好旅館に旅装もといて

ない岩崎を訪ねて彼らなりの強い要求をしたのだったが、それ以来私の周辺からも関係す

る話題が絶えている。衣笠君とも会わない。彼は党 30 年史の執筆で多忙のようだが、情報

はにぎっているはず。ただ、今日東定君からきいた話では、昨日八丁君がいったという。

それは最近の「県政の会」の幹事会（8 人会）で具島会長が奥田を推そうとの趣旨で 15 分

間ぶったとのこと。そのためか、私に誰も何も言わないのだろう。しかし、これには共産

党が否定的でもめているように思える。北九市長選の絡みもあってのことだろうが。（もめ

党） 
 
10 月 21 日（木） 
自転車に乗らないでくれ！ 
中川君から電話があって日曜日の協会県支部集会には予定をかえるから来なくていいとの

ことであった。それは今私が知事候補に擬せられているので、協会の集会に出向くという

ことで目立つことを避けたいからだそうだ。つまらないことに気を配るものかなと言って

おいた。中川君は、ついでだが自転車で天神などうろつかないよう頼みますという。狙わ

れると危険だというのである。自転車のうしろから車でぶつけて事故に見せかけて殺すよ
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うなことがおこらないとも限らないというのである。こんな心配もまたくだらんことだと

いっておいたが、どうも私が自転車を使うのがみっともないというのが本音らしい。八丁

君もいつかちょっと前にそういう趣旨の発言をした事があるが中川の電話も八丁の入れ知

恵かも知れない。もちろん彼らも私の年を考えて一般論的に危険だといっているのである。

それはそうと、二日程前共産党が私を候補にすることについて異論をはさみ具島氏を推し

てきたが、具島氏は年齢の関係ですでに候補たりえないということで、現在は再度私のこ

とで組織的討議を行い、明 22 日に再協議になるとのこと。8 人委員会の動きがそうなって

いるらしいのである。 
 

10 月 24 日（日） 
“県民の会”はそろそろ動きはじめねば････ 
夜になって中西次男氏から電話があって、知事候補の話はどうなっているのかという。新

聞記者も先々週は同様の電話をかけてきていた。この 2 週間の動きは全くわからないし知

らない。何の情報も入ってこない。こちらから誰かをつつくわけにもいかない。マナイタ

の上にのっているような気持でもあるからだ。衣笠氏が動くならであるが、彼は今社会党

県連 30 年史の執筆に首をつっこんでそれどころではないらしい。県民の会の誰かが動くな

らだが誰も動こうとしない。中西氏にそう答えたら、森にでも連絡してしかるべく手をう

とうと彼はいっていた。彼は 30 人幹事会の 1 人として具島さん（会長）に明日にでも会っ

て意見を言うといっていた。共産党が政策とくに安保だの行革だの反核だの中央レベルの

問題を持ち出すのに強い抗議の意を表明している。具島さんも同感だろうし、私も賛で
マ マ

、

この際あくまで県民一般にわかりやすく県政になじむ政策でなければならないというのだ

が全くその通りである。共産党のわからず屋は説得できまいから、できるだけこれを避け

て通る方法を考えねばなるまいといっておいた。 
 
10 月 27 日（水） 
共産党は具島氏を推すという 
大牟田での南筑ブロック反行革集会で講演したあと、山川一義氏に来てもらって情勢をき

いた。何しろ 20 日ほど知事候補選びがどう進んでいるのかさっぱりわからず、こちらも、

ききにくいし、県民の会の方から問い合わせがあっても返事に窮する有様だった。実際三

者（社共県評）の話合いは難航しているという。岩崎が中国から帰った直後 10 月 8 日に斎

藤文男氏は出馬要請を正式にことわったが、あと、岩元氏にも声をかけこれもうまくいか

なかったようだ。都留大治郎は推す者がなかったらしい。共産党は森下公平氏を出し、そ

れは社会党が否といったらしい。月半ばに具島委員長が、奥田しかないと三者会議でぶっ

たらしい。各々もちかえって共産党の方から奥田は県民の会を組織し共産党排除の線で動

いているとの理由で否といったらしい。社会党県評は OK ということで、この人選につい
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て、共産党が具島提案をのめない理由を具島氏に告げる番に今当面しているのだそうだ。

共産党は具島氏自身を担ぐ案をもっている。いずれにせよ共産党の考えが 12 月 1 日に具島

氏に伝えられる予定らしい。具島さんは共産党の言い分（申出）を拒否するだろうと見ら

れる。 
 
10 月 28 日（木） 
共産党の取引 
昨日亀井陣営は五選に打って出る出陣式を花々しく打ち上げた。後援会主催の「亀井光を

励ますつどい」（福岡国際センター、7000 人）が開かれ、亀井は保守一本化を誇った。亀井

礼讃は 4 期にわたる実績だが、「革新県政で混乱した県政を県民総生産全国 5 位の雄県に育

てた」「今度は心の豊かさを目標に最後の仕上げをしたい」（自画自讃の弁）という言葉で

も説明されている。“革新県政で混乱した”というくだりは急所をついた言葉だろう。“革

新”側は今もって候補を決めえないでいる。事情あってのことだが、社会党が共産党にふ

りまわされているのが最大のポイント。しゃにむに“革新”色を出したがる共産党、これ

が前に出れば出るほど事態は混乱する。在野中でもそうだが首長を取ったりしたときは混

乱がもっと大衆の目にとまってマイナスの影響を与える。今回の知事候補についても、知

事は社会党の推すのを認めるがそれと引きかえに、北九州市長選候補は共産党候補一本で

認めよと取引条件をもち出して難航しているらしい。そういう取引をして一体、市民県民

のためになるとでも思っているのだろうか。党利党略以外の何ものでもない。共産党とは

何ごとも一しょにしない方が筋ではなかろうか。 
 

10 月 29 日（金） 
知事候補はしぼられているという 
朝日、読売、西日本 3 新聞の記者が接触を求めてきた。朝日は研究室に直接来て話し込ん

だ。知事選の候補者選びがどの辺にあるか記者は大体知っている。私が否定すると、では

誰かという。具島さんは見込みがないし、都留に声をかけようとする力はない。岩元氏も

そっけない返事。都留は出る気もないし電話がうるさいという応答をしているらしい。池

田数好さんが残っているかという。彼は大正四年生れで私より五つ上。年齢からいえばま

だ 60 代で可能性はありはしないか。誰が説得するかである。記者達は私が残されているこ

とを知っている。県評や社会党筋も最後の切札のように思っている。しかし、私にまだ公

式な接触はないので私の意見は知らないだろう。朝日の記者にも伝えたが、県政などとい

っても保守政権の枠内でできることしかしないとなると社会
ママ

合意などかなり制約があるわ

けで、党の方針をナマのまま県政に持ち込むことはできないことを知ってもらわねばなら

ないし、県民共通の利害となるとこれ又社共合意ではいけない。県民党的発想が不可欠で

ある。それを根拠に話があればまず断わることになろう。難航の兆。 
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11 月 5 日（金） 
知事候補選びはどうなっているのか 
知事候補のことで、3 日社共両委員長が具島さんに会い、共産党が固執していた具島出馬要

請が最終的にダメになったらしく、今日明日共産党が例によって持ち帰りで協議。週明け

には最終態度を決めることになるらしい。岩元氏も対具島会談に列席していてその模様を

電話で知らせてくれたが、田川市長（滝井）については社会党色が強く共産党が拒否した

らしく、以前に森下公平さんについては社会党が拒否してさしちがえになっているらしい。

都留大治郎については朝日新聞の記者の話では、本人からの話として、一度も要請・打診

なく、その線は社共の側には最初からなかったらしい。岩本、朝日新聞の記者・両者の今

日の話でも、結局私にもってくるらしい。これは、2 日の問研記念パーティーの時も一部の

当事者から筋書きどおりに事態は進んでおり、共産党が熟柿のごとく落ちるのを待つだけ

という話があったそれと同じ。しかし私はこういう話をきくにつけますます共産党が嫌に

なり、要請があったとしてもどう拒絶するかに煩悶する。はっきり共産党がかかわってい

る政治運動にはくみさないといったらどうだろうと考えている。ここまで引きのばしてき

たのだから、まだまだ引きのばせといってやろう。 
 
11 月 8 日（月） 
火事場泥棒 
共産党が奥田を認める代りに同和問題をめぐる北九市長選での社共合意で県知事選より一

段と共産党に有利な合意書を求めてねばっていると記者からの話。社共がどう合意しよう

と構わないが、それが私に関し取引材料に使われているとなると絶対がまんできない。県

評社会党ラインでは共産党の合意があり次第、私に立候補要請にくる。それが今日か明日

かというさしせまった時間刻みになっているようにきこえる。が、共産党ら 3 者は党利党

略のみの取引きで県民本位の知事選など眼中にない模様で、こういう取引きで 2～3 カ月を

悠々空費しているわけだ。そういう連中からの要請にこたえられるはずはない。今日地域

懇のあと深夜喫茶で木梨氏にはこの感想をはっきりのべておいた。知事選を利用して社共

合意をより有利にという方針を持ってねばっている共産党はまるで火事場泥棒のようなも

のだ。共産党とだけは一しょに事をしたくないという人が少くないが、その気持がようや

くわかったように思う。共産党と合意しないと知事選ができない県評、社会党の立場も気

の毒というしかない。 
 
11 月 10 日（水） 
陽性の中にいて 
朝刊毎日新聞に、奥田教授に出馬要請へという大きな記事がでた。記者仲間ではこういう

やり方は信義に反するらしい。だがこうなった以上はということで各社が急に動き出し、
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私の周辺もあわただしくなってきた。昨夜毎日の楢原記者が私から電話取材したあと、書

きますよということで電話を切った。社共県評の三者で要請へ動くということで基本的に

一致したのが昨夜 8 時すぎ、それが共産党を通じて楢原氏にもれたようだ。毎日の記事も

その辺のにおいがする記事になっている。森、衣笠、中西、岩元の 4 人と平和楼で中食会

をしながら、県民の会としても何らかの対応策を考えなくてはならないのではないかとい

うことで話し合った。岩崎、山川、竹村、衣笠、芳井、中川らも集って毎日新聞発表後の

対応を話合った。今日明日、芳井氏がボディガードみたいについてくれることになり、今

日は電話攻勢を避けるため、帰宅せず仲好に泊った。こういう連中の中で囲まれた形でい

ると、出馬の意思決定みたいに湧いてきて、ハッとわれにかえる。決意なんかしていない、

騙されるなということだ。困ったものだ。 
 
11 月 11 日（木） 
陰性の中にいて 
私への出馬要請をめぐって阿部寿美子さんをはじめ多くの女性が反対の意を表明しはじめ

た。みゆきも強く反対した。負けることがわかっていて犠牲になるのは気の毒、かわいそ

うという気持や健康状態からいって絶対に耐えられないからというのと二つが交錯しての

意見である。こうした意見に対し、男どもの多くは、女がいらんことをいうなと叱りとば

すらしい。ただ私は叱りとばすというのはいかんと思う。一つの見方、意見として立派に

成り立つし、情からして有難い限りである。正しいともいえる。しかし、別の角度からは

大義というのか、これまで身を置いてきた経緯からの必然というか、そうした周辺の事情

がある。個別と全体といってもよい。言い分を一方からだけで判断したり誇張してはなら

ないのではないか。あんたはどんな考えかとひとはいうが、五分五分だというと、そんな

ら出馬の意思ありと見たらいいのかというが、わからないと答えるしかない。最後は私が

判断するしかないことはいうまでもないなかろうが、しばらく迷いつづけるだろう。冷淡

な人もいる。冷笑に等しい人がいる。出たいんだろうとか、前からその準備をしていたん

だとか、いろいろある。言わしておくしかないが。 
 
11 月 13 日（土） 
健康上の理由 
実際のところ、事態のなりゆきに流されているうちに、ぬきさしならぬところにはまり込

んでいるようである、私がきっぱり固辞しないからそうなってしまうとみゆきは強く私の

尻を叩くが、そうはいえない状況がたしかにある。どんな状況があろうとも健康上の理由

には勝てないはずと彼女はいう。そういえばその通りであるに違いないが、私は私の体を

毎日運転し、安全運転している積りでいるから、知事立候補の要請を固辞するのに十分な

理由ありと判断していないので、それがずるずる引き込まれる原因になっている。病気で
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動けなくなったらしまいだということは当り前だが、それはどこかでわかるだろうし、セ

ーブできるのではないか。いやできないというというのが固辞の立場である。ある意味で

は水かけ論。人間は私的又は家族的に生きていることはいうまでもないが、社会的又は公

的にも生きているわけで、その両方が矛盾するとなると、両者を調整し、あるいは一方が

他方を否定するしかない。それをどうしてわからせるかになっている。 
 
11 月 14 日（日） 
やせるのだが、他に自覚症状はない 
体重 50kg あるなしということは、一番多かった頃 57kg より 7～8kg 少い。やせた、やつ

れたと誰でもいう。身長との比較では 52kg はあってよい。2 年ばかりの間にどんどんやせ

ていったのだが、原因がよくつかめないでいる。9 月 1 日に、これではいけないと思って浜

の町病院の藤原先生の診断をうけて以来カ月半。あれからでも1kgは減ったのではないか。

その原因はまだ指摘されないまま、肝臓が悪くなっている、慢性肝炎かも知れないといわ

れ、糖尿病対策のカロリー制限をゆるめ、1600 を 1800 にすることになったのがこの 11 日

の診療時のこたえ。入院する必要はないし、投薬の必要もなかろうが中食後 1 時間ぐらい

は静かに横になっている方がよいと助言された。自分でもこれといえる自覚症状はない。

早く寝た日は確かに調子がよいと思う。休憩と睡眠で対応できるならこれは実行できそう

で、公的な立場を生かしうるのではないかと思ってみたりする。記者の誰かが、動揺しな

いで進んで下さることが大切なんだとの忠言をはいたが、それはよくわかっている。 
 
11 月 16 日（火） 
共産党県委員長と会う 
福岡婦問研の市民会館における平和のつどいで 1 時間半の講演をしたあと、仲好で共産党

の田中委員長と知事選問題で対面した。見おぼえのある顔だが初対面かも知れぬ。三井化

学出身レッドパージ組というから古い闘争歴の持ち主。嫌だなとは思ったが、柔軟に対応

するしかないと思いなるべく調子を合わした。私の社会党との関係とくに学生部長時代に

脱党したいきさつを説明。その他の経歴の大綱はすでに相手は知っていた。知事選関係で

社共の政策協定と具島委員会との関係について後者がこれの承認の上に立っていること、

但し、知事候補は独自の施策スローガンを新たに作ってよいと思うと田中氏が説明した。

但し、候補は政策協定を認めた政策を掲げてほしいと希望した。私は否定発言をしなかっ

たが、言をにごし、社共政策協定に拘束されたくない気持を内に包み込んで肯定的な姿勢

をとった。最後、に私どもの県民の会と従来の学文の会との関係につき、共産党内にこだ

わった者がいるので説明してほしいというので、今の県民の会が共産党系を入れぬ片肺的

なものになった経緯を説明。今後は全県的なみんなを含む県民の会を希望すると私がいっ

たので、彼はそれを作ろうと乗気発言をし、会議を終った。 
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11 月 18 日（木） 
福教祖にやる気があるのだろうか 
午後地公労 3 組合の委員長が来宅。昨日の社会党執行部の場合と同じく、最後は健康上の

懸念にどう対応できるかで、家族の意見は併行線のまま、まずはお別れした。きいてみる

と日教組は年間 120 億円の犠牲者救済金を支出しており、うち 40 億円が福岡県に支出され

ているというのである。のべ 20 万人分とかいうが、すべて保守県政下の処分によるもので

ある。私たちが 7 月に県民の会を作ったとき、立木弁護士に会長をたのんだが、その立木

さんがこのことにふれ、日教組が 10 分の 1 でも選挙資金に投入し、福岡の知事を奪還する

価値はありますといってくれたのを思い出す。5 億円でもいい。また別に、400 億円の新県

庁舎は処分で浮いた金で建設されたようなものだともいわれる。それほど大きい犠救金な

のである。あとできいたが、福教祖は小野明参議院選挙をひかえ、危機感をもっており、

こんどはやる気になってきたようだ。組織率が 50%そこそこまで低落し、特に若い教師は

全くアンチャン風で、幹部は気力を失っているのが近頃の福教祖なのである。梶村、三好

というような太田派嫌いの連中が今どれだけ勢力をもっているのか知らないが、向坂派に

こり固まっては組織が死んでしまうのは無理からぬこと。この福教祖がどれほど活気を回

復するかだ。 
 
11 月 19 日（金） 
自分がなくなった感じ 
県職の青年部長の山下君がボディガードのようについて、藤江君が運転する車が一台あて

られた。この数日、自分の時間がなくなったに等しい。護衛つきは監視つき、そして 24 時

間はすべてひとのためにあるみたいになってしまう。日記も書かねばならぬが、その時間

を見つけるのに苦労する。そうでなくても毎日の日記には苦労してはいる。そのほか新聞

をよく読まなくなったことだ。見たとしてもうわついているように思える。スクラップの

仕事もとどこおっている。自民党の総裁選関係の記事で連日にぎわっているのだが、読み

もしない。ブレジネフ以後のソ連、不況深化する世界経済等々見出しだけである。身辺整

理はもちろん、いつもやっていた庭いじりがとどこおっている。菊は咲いたまま、時に水

をやってはいるが、主なき花というか、主から見放された花である。健康上の理由をかか

げて近い人達に訴えつづける彼女も疲れているようだ。不眠症になったともいっている。

反対は反対でどんどんやってくれてよいと私はいっている。最後は私が決意せざるをえな

いのだが、どんどんやってくれて一向に差支えない。納得がいくようにやればよいだろう。

心は政治舞台が嫌いのようだ。 
 
11 月 20 日（土） 
心境は複雑 
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知事選というものがどんなに大変なものか想像を超えるものであるに違いないのに、その

ことが実感として身にわいてこないのが事実。ある意味では呑気といえば呑気。それでい

て、大勢の赴くところやむを得ないと考えているとすればお人好しともいえる。今は身内

の者が盛んに引き留めようとしているので、妥協点を探し求めてでも出馬やむなしと考え

てもいる。身内でなく大学関係の整理にかなり大変なものが残っているのに、その処理に

もあまり気苦労を感じていない。当面すれば乗り越えるのに大変だのにどうしてそれを気

にしないのか自分でもわからない。みんなにやってもらうしかないが、自分でしないと誰

もやってくれない問題がたくさん残っているわけだ。研究室の整理ひとつ考えても大変だ

ろう。30 年史の原稿は完成していないのだ。研究室の方は考える必要はないが、30 年史の

方はそうはいかない。出馬するとなると、県評が申し出ている保障のことについても誰か

にまかせねばならぬ。徳本氏に頼もうと思っているのだが、ややこしいことばかりだのに、

ここまで来ると出馬以外にないと思い込むようになっている。こんな複雑な心境を何とい

うのか。 
 
11 月 21 日（日） 
内諾 
“県政の会”の方では、どうしても今日私に承諾の線で話をつけたいといっている。午後

二時から常任幹事会を開いて私の方から要求していた勝てるための政綱の大綱を求めてい

たが、素案ができそれを成案にし、私の承認を受けたいとしていた。仲好の二階の部屋で 3
時頃まで大要の説明を受けたが、若干の注文を追加（亀井の企業選挙、保守既成地域組織

依存体質への直接的対策）して荒筋応諾した。これを報道陣にどう説明するかの原案も作

られていて、字句を修正の上了解。カメラ放列の中で具島奥田の二人それぞれ読み上げて

態度表明の形をとった。事実上の出馬宣言に違いない。ただ、大学関係の処理、家族の心

配の処理の二つが残されているということも含まれているので、表向きはこの二つを残し

ての「内諾」ということになった。6 時頃からテレビは一斉にこれを放映したし、明日の朝

刊には大きく報道されるだろう。知事選の気分は一気に上昇する。昨日、明年 1 月の北九

州市長選に革新系松本洋一氏の承諾が決まったので、足並みをそろえる上で、今日のこの

「内諾」は是非欲しかったのであろう。一寸強引すぎではなかったろうか。家族筋が硬化

するかも知れない。 
 
11 月 22 日（月） 
暫時休養 
逓信病院受診のあと、すみ子さんが昨夜提案了解をえているということで具島先生を訪ね

た。3 時、県政の会の会長で昨夕の「内諾」の件にタッチしていて、私の病気のことは知ら

なかったと昨夜訪ねたわが家の陣営（みゆき、啓二、安部夫妻、江頭さん 5 人）に答えら
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れており、私が訪ね改めて説明対策を考えるのが目的であった。知らんはずはないと思い

つつ説明してなかったことは確かだった。具島先生も家族のアピールをきかぬわけにはい

かず、きいても返答の仕様がなかったのであろう。応接室に招じ入れられ、約 30 分話した。

私の方から。暫時休養ということにしたいと提案したらすぐ納得された。その意味は、2～
3 週間激しい動きをしないで、体調の回復を見守る。その間昨日の内諾の線はそのままとし、

休養により回復又は体調変化がないなら受諾にもっていくが、悪化するなら内諾は取消さ

ざるをえないというもの。これは岩崎、中川両氏にも伝え、二人の来訪をうけてみゆきに

も了承を求めて一先ず決着を見た（午後 9 時）。マスコミは知事選の保革激突の様相が一気

にもり上ったと報道しているし、具島先生はじめ誰しもいう通り、ここで私が拒否すれば

大混乱になること必至になったわけ。 
 
11 月 23 日（火） 
疑いは限りなく 
私の健康が知事選に耐えうるかどうかに、この 1 週間ばかり周囲が騒然としている。浜の

町病院にかかっているという事実を基礎としながらも野村医院、逓信病院と診断をまわし、

さらには佐世保総合病院にひろげ、これは暫時入院とまで進んでいく。気をつかってくれ

るのはよいが、これではもみくちゃに等しい。私自身別に異議を唱えないで、まわりの言

う通りに従っているが、何で信用できないのだろうかと思う。かんたんにいえば浜の町だ

けでも十分でなかろうか。予断をいだいた診断をするからと疑ったらいくらやっても足り

ない。佐世保に行こうという中西忍氏の言い分もそれで、入院予約までとるとなると、行

き過ぎとさえいえる。29 日がその日だが、講義のこともあってその通りに従えるかどうか

未定である。一週間やそこら入院しても元気回復するかどうか、変化ある治療がありうる

かどうかわからない。そこまでは従っておこうと思うが、それ以上は周囲が許すまい。新

聞記者は内諾の意味を解しかねてまだついてくるが、承諾に傾いたところでペンディング

だとの説明が理解できないらしい。家族系の者は内諾すらけしからんという。これは周囲

を全く考慮しない考えである。ともかく板ばさみ。 
 
11 月 26 日（金） 
選挙に出た時の教養部処理 
選挙に出るということになろうと深山教養部長に面会を求めて告げた。第三分校の白浪会

あたりでは犠牲になるのが落ちというのでなぜ引き留めないのかといわれたという。犠牲

という意味の中には落選によって金銭的な損失を被るという意味がふくまれている。退職

金、年金差額がかなりの金額に達するが、その補償を誰がするかというのである。一般の

人は県評あたりで考えている事実を知らないが、深山氏も不十分な補償しかないと考えて

いる。後で徳本氏にあい、この問題は来月早々に具体的な詰めをしてほしい旨伝えておい
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た。県評では、金額のことが報道関係に漏れるのはよくないということでなるべく公然化

したくないらしいが、この点と確実な約束にまでもっていくことは別ということである。

深山部長とは講義の後始末についても話合った。12 月頃を目途に非常勤に名儀をかえて学

生に単位を出せるだけのことを考えてみるということになった。政治活動ができない公務

員なので、選挙出馬表明即辞表提出ということになり、講義ができなくなる。非常勤に切

りかえて続行という形をとるというのである。出馬表明は 12 月 10 日から 15 日頃までの間

となろう。 
 
11 月 28 日（日） 
立候補の決定的段階に入る 
県内 4 カ所の大衆集会で知事予定候補来賓ということで挨拶させられた。事実上の出馬表

明である。させる方も、あいさつを聞く方もその気で聞く。公務員法の枠があって政治活

動の烙印をおされないためには来賓という形式と立候補予定という内容でないといけない

わけだ。4 つの会場では前向きの方向で近いうちに決意するというほかなかった。もちろん

歯切れはよくない。だが、だんだん深みに落ちこんで、決定的に抜きさしならぬところま

できたことも確かである。歯止めとなる健康上の理由も、今となっては比較しようもなく

劣弱な力でしかない。ここに立った以上は立候補の決意したと同然であると自分にもいい

きかすほかはない。4 カ所の会場をまわるにつれ歯切れもよくなっていった。ただ今日は最

後の集会場の久留米をすませたあと、中西忍氏の主張にしたがって有田に行き、明日佐世

保市立病院に暫時入院し検診と静養に入ることになる。これで待ったがかかったとすれば、

行動の自己矛盾も甚だしいわけだ。病院の方は形式を踏むだけということだと、これほど

白々しいことはない。 
 
11 月 29 日（月） 
佐世保総合病院で（1） 
ずるずるべったりに来るところに来たてしまった感じで、佐世保まで来て医師の診断の結

果とはいえ、四囲の情勢は覆すことはできない。形だけの又は気休めの診断を待つにすぎ

ない。よほどの悪い診断でない限りだが、よほどの悪い診断がでるはずがない。わざわざ

入院して経費もいるのに、その無駄も一つの手続料というしかない。安部寿美子さんは佐

世保に来ることを断るべきだといったが、私は中西氏のいう通り従った。結果がどうなろ

うとそれで一つの手続きと思えばすむことだ。安部さんは逓信病院だけでいいのにという

ことだ。私は佐世保でおしまいにするときめていた。ここ佐世保市立総合病院はエンター

プライズ空母の入港反対闘争の時、騒動にまきこまれたところで、今でも警察隊の放水の

中にうつし出された病院の南側の窓から看護婦や患者が騒ぎを見守っている光景（新聞写

真）が思い出される。手ぜまになり増築改築がつづいているようで今日も表玄関は使えず
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脇の入口から人々は出入りしている。逓信病院の方が規模は大きそうだ。有田の外科医高

原先生がここの内科医昇先生に紹介状を書いてくれた。 
 
11 月 30 日（火） 
佐世保総合病院で（2） 
昇先生が検診のデータの結果を説明してくれた。レントゲンフイルムもていねいに説明し

てくれた。結石のことも、ガンのことも（胃以外）では心配ないということであった。血

圧も心電図も問題はない、ただ血糖値が空腹時で 145 だから逓信病院での 127 よりまた悪

化していることになる。そんなに変わるものかときいたら、変わることもある、が、120
以下にならないと心配の種は残っているということだ。肝臓の方はまだ結果が出ていない

が、これまた問題があるに違いない。どこでみてもらってもちがった所見がでることはな

かろうと思っているが、もしかしたらということで念を入れている。2 日間の入院だけだが、

ベッドの上ではたいくつする。原稿を書いても同じ。肉体を使わないのでなまるような気

がする。昇先生の糖尿病展示会がこの病院の大講堂であるというので、ひる前に見に行っ

た。手数をかけた展示だった。外食に関するものが参考になった。病は事実をもって起こ

るが、「気から」ということもあるらしい。神経質になりすぎてもいけないが、無神経でも

いけないわけ。ベッドの上では眠ることが多い。 
 
12 月 1 日（水） 
立候補の決意をするほかない。 
外泊許可を得て福岡に帰った。学長に知事選関係につき報告しなければどうにもならない

事情があるから、予約していた会見である。「でも出ない積りです」とは今更いえないとす

れば、「出る以外にはありません」というしかない。また学長の方では「そうか仕方がない

な」といえないとすれば「惜しいからできれば出ないように」というしかない。こんな会

話を 20 分ばかりやった後で、「本人の意思を尊重するしかない」と学長がいうと、「本人は

出たくないんですが」というしかなかった。結局は、「いろいろ迷惑をかけました。今後と

もよろしくお願いします」ということでお別れした。教養部の教室会議では、これまでの

経緯を述べ、社会思想史の授業をこのあとどうするかを討議してもらった。12 月 10 日以降

は 4 齣を 4 人で 1 齣ずつ分担してもらうことになった。徳本、衣笠、斎藤、小島の 4 人で

ある。また、紀要で退官記念特集を組む予定をしていたが、これを変更して、今年度分で

業績目録と本人の研究回顧概要をのせることなった。この原稿は急ぐという。何だかあわ

ただしくなってきた。送別会の話まで出たが、この 12 月は多忙をきわめるだろう。 
 
12 月 2 日（木） 
ウソで「否」との医者の判定がほしかった。 
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佐世保病院に退院の手続きをとった。昇先生は 4～6 日の在院期間中にあれこれ検診予定を

立てて下さっていたのに、すごく迷惑をかけることになってしまった。「健康上の理由」の

結論が出ないままに、「出さないために」といった方がよいのかも知れないが、後味の悪い

退院である。帰りに有田に寄ったら、忍君が「いけません」という結論がほしかったくら

いだったのに、と私のからだを案じた言葉をくれた。ウソであってほしいが、否の返事が

欲しかったというのが本音である。知事なんか健康をそこねてまでなってほしくないとい

う。県民のためという大義も健康を土台にいえることである。動けなくなっても死んでも、

誰も見てくれない。そこでは大義の名が残るだけでかつぎ出した人があとの面倒を見てく

れるわけではない。大義というものはそうしたものなんだというのが彼の言い分であった。

その通りで、私的に近い人はみんな同じことを考え、そこを強調する。間違いではない。

それでも大義が勝つことがある。知事選の終盤には多忙をきわめとても健康上の配慮など

しておれない時が来るだろうが、落ちてもよいから休むといえと彼は主張した―賛成。 
 
12 月 4 日（土） 
県民党的立場について 
午前中、毎日読売両新聞記者との約束で研究室で会った。質問の内容は、私と社共合意と

の関係だった。社共合意は尊重するが拘束されない候補という点が分かりにくいという。

私は説明した。合意は両党が勝手自由にしたことだ。知事選で協力し合うための両主体者

の約束だろう。それをどうこういうことはできない。それに県評その他学者らを加えた県

民の会が、その合意を基本にできていることも知っているし、その県民の会が私に出馬要

請をしたわけだ。私はこれに対し、知事選は社共路線では闘えないから県民党的路線でい

きたいと条件を出したら、県民の会がそれを了解したので立候補する積りになっている。

但し、県民党という言葉は矛盾をふくんでおり、現実にありえないものだ。県民世望はあ

ってもそれは党ではないからである。各級議員は各党を名乗り各党の政策を掲げて運動し

議員活動するのは当然だろうが、地方自治体の首長となると、そうはできない。責任政党

首長というわけにはいかないからである。中央政権の傘の下での地方自治であるから、そ

の制約は免れえない。むしろその制約を条件に、押しつもどされつ、それに包まれて地方

行政を進めねばならない現実だから、社共路線とは一致しないことはやむをえないのだ。 
 
12 月 5 日（日） 
のんびり日曜の午後 
ひるねができて割合にのんびりできた。誰も訪ねる人もいない。雨はあがったが庭の仕事

もする気がしない。藤の葉が一面に散ってそこらをきたなくしている。雨が汚なさを倍化

しているが、すべて自然と思えばそれでいい。上の屋敷の甘夏柑が 20 個もそれ以上も黄色

い実をつけていながら枯れかかっている。さっと枯れてしまうだろう。うちのは幸い 70 個
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の実をつけ枝が折れそうにたわみ元気である。その傍のピラカンサのふくよかな赤い実は

鮮か。ユリが今年は早めにぐんぐん芽を出している。カニ葉サボテンがもう咲いてしまっ

た。5 鉢ほど、今年はよく出来た。堆肥を作っているが、来年の菊作りはどうなるだろう。

多分無理なんじゃないだろうか。咲き終った菊の始末もこれから残された課題である。知

事選出馬に固まったものの、まだその気になったようには思えない。出るべき所に出て、

言うべきことを言って、このまま大きな山もなく川もなく過ぎればいうことはないのにと

思う。そんな日曜の午後だった。15 日に東京で社会党大会があるので、北海道と福岡が力

点の知事選らしいが、行って挨拶せねばならぬという。 
 
12 月 7 日（火） 
最終講義 
1 限目と 3 時限目が講義で、これが最終講義。定年退官の場合と違うとはわかりながら、教

室では“最終講義”の儀を計画してくれた。まず、各教室にふれを出し、3 時限目に傍聴す

るよう勧誘。花束の贈呈者、謝辞をいう人なども決めていた。3 時限目の 113 番教室は立つ

人さえあって満員、200 人以上とみえた。私の講義は平素のもの、つづきであった。打切り

になるわけ。報道陣もつめかけて完全な儀式がこれを囲んだ形である。徳本教授が謝辞を

のべ、私がお別れの言葉をのべ花束を女子学生が贈ってくれるというフィナーレが 10 分ほ

どだった。研究室に帰ったら報道陣がまたおしかけてきて今の感想はと聞くが、まだ実感

はわかないが、教師は結局は学生がかわいいもので、こうした学生と別れねばならぬ淋し

さは、あとから湧いてくるだろうと答えておいた。あとになってみないとわからないが、

きっと淋しくなろう。それもそうだが、差しあたり、研究室をどう片付けるかが大変。ど

う考えても大変である。カネもかかるだろうし、手間もかかるだろう。いつまでも放置で

きない。いつ手をつけるか、どう準備するかである。折にふれ、思案を重ねていこう。何

か案が浮かぶだろう。書物にも愛惜はあるものだ。つまらん資料も。 
 
12 月 8 日（水） 
最終教授会 
今日の教授会はいつもより多いと思った。お前がやめるから関心が高かったのだろうとひ

とはいう。ぎっしりだ。 ぐらいの若い人達は顔や名前がわからない。私がもう古くなって

いるのだ。物理の園田さんを除くとその次が私になる。32 年 7 カ月でやめていくのだが、

古老教授のはずだ。知事選出馬で辞職することは誰しも知っているので部長も淡々と説明。

提案、質問は一つも出なかった。可決されたところで私が立って経過と謝辞をのべた。4 時

半をすぎていただろうか、後でつきの木洋服店がもって来てくれた鯛の刺身をつつきなが

らの話に、小野（昭）氏は、私の離別の辞に涙が出そうになったといったが、それほどし

んみりしたことを言ったわけではない。学生部長時代と教養部長時代は大へん協力をいた
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だいが、むしろ、やり方の面で大変お世話ご迷惑をかけた点おわびしなければならないと

いっただけだった。 ぐらいの人は経験もなく、知らないことなのだ。もう一つ、私は若い

頃も今もそう教授会に熱心でない方だったが皆さんはまねをせず、健康に注意し、業績を

あげて下さいといったのだった。もちろん、やはり、しんみりした気持だった。 
 
12 月 9 日（木） 
退職後の生活保障 
県評の岩崎氏が前から退職後の生活保障についてまかせてくれといっていた。私も徳本正

彦氏を通じておねがいしていた。今退職すると 2200 万円ほどで、来年一ぱい勤めると 3600
万円ほどになると計算されるとか、落選した場合の年金差額とか、私が死んだ場合の保障

なき状態とかいろいろこまかく考えると、あれこれ犠牲を負うことになるが、これら全部

ひっくるめて県評が主体となって何とか面倒をみようというのである。自民党ならポスト

を準備して落選にそなえるし、カネで買うのもかんたんだろうが、わが方にはそういう手

段はありえない。労働者の資金カンパにまつしかない。岩崎氏は早速 12 月分から月給が出

ないということで当面の資金手当てをしてくれた。一寸まとまったカネだったからとまど

ったが、月給代わりとあれば有難いし、大切に使わなければならない。落選したら県評顧

問という地位で生活保障があるという。年金もいくらかあろうから、心配はいらないと思

う。ただ、口約束でなくて証文を書いてくれといったが、くわしいものは残したくないと

いうことだった。一応信用するしかないが、落ちたら再度挑戦するし、当選したら保障は

不要ということである。 
 
12 月 10 日（金） 
公的な生活時間 
近頃 2～3 週間は新聞をよく見る時間がない。ほとんどの時間が他人の時間、公的時間にな

ってしまった。それだけではない。昨日は洋服、今日はネクタイというふうに、服装にい

たるまで他からの要望のとおりにならなければならない状態。髪にも注文がつくかも知れ

ない。こうなると「私」がなくなる。近い人達は遠くに行ってしまう感じという。花束を

くれたり、鯛や赤飯をくれたりすると、うれしいけれど、遠方に送り去られるしるしみた

いにも思える。一昨日は隣近所、町世話人にあいさつ。今日は大学関係を少しまわった。

みんな激励してくれる。反面近い人ほどかわいそうだという気持ちも働くようで、それが

言外にふくまれ聞こえてくる。こういうことは、昔から犠牲を捧げ出す折に、共同体の人

達がよくやってきたことなんだろう。めでたくもあり悲しくもある。大戦中応招兵を送り

出す村人もそうだったのではないか。もちろん同じではなく類似でしかない。池田数好、

矢野峻両先生から今日激励の手紙が届いた。池田先生の文字は独特の風格が感じられる。

知事候補にと一時は考えられたが年の面で断念した。後援会長になって下さればいいがと
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思う。 
 
12 月 11 日（土） 
出馬表明 
とうとうルビコンを渡った。県民の会との間に知事選出馬の協定書に調印し、記者団を前

に出馬正式表明をおこなった。場所は全日空ホテル。調印者は候補と清潔な県民本位の県

政をつくる会（県民の会）の代表委員（具島兼三郎、岩元和秋、牛島春子、内田一郎、内

田茂雄、小野明、古賀武夫、高木薫子、田中昭治、西井龍生、宮園静雄の 11 人）。このあ

との決意表明に対する記者団の質問は意地悪であった。亀井の汚職かくしを助け、保革対

決を前面に出しながら政策で争うという戦略に乗るやり方である。われわれは保革の前に

清潔か汚濁かを争うというのに、それは抽象的でわかりにくいという。政策の方がもっと

わかりにくく保革同じものになってしまうおそれがある。保守が革新の政策を先取りする

ことすらある。今回は金権疑惑の実績をただすか蔽いかくすかの一点にしぼられているの

にどこが抽象的なのか。それに人勧を実施するのかどうか、は亀井がこれから実績として

やることではないか。なぜ今わが方にこれを問うのか。報道陣が心情はこちら支持でも本

質は保守であることはわかっているが、今日の質問は悪質と感じた。これも乗り切ってい

かなければならないならがまんすることとしよう。 
 
12 月 12 日（日） 
自主性ある集票行動 
数日前から秘書になって不離の関係にある高教組執行部の森数君は 37 歳。よく動くし、い

たるところで票かせぎの行動に抜け目がない。食堂に入ると支払いのとき、そこのレジに

知事候補だからよろしくということを必ずやる。知ったところでは下車してあいさつをす

る。積極性のある人である。中西氏が第一ホテルに人集めした中に加藤某氏がいて、これ

が夜電話をかけてきて、個人プレーをやらないとダメだといってきた。集団活動でとって

くれる票のほかに、どんどん個人で票をかせぐべきだというのである。集団のうち個人も

そのつもりになってくれないといけないわけで、集票活動の基本をいっていることになる

と思う。ひとだのみでなく自主性主体性をもってやれということにもなる。もちろん、多

くの人はそうした自主性主体性をもっているわけではなくたいていは受身である。森数君

の行動には学ぶところがあるが、それをいうと、高教組では中西積介の運動の経験からそ

うすることが当り前となっているという。全分会に檄をとばし、奥田出馬要請、激励の手

紙を集める運動をしており高教組分会から山なす手紙が届いているわけ。こんなのが活動

である。 
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12 月 14 日（火） 
社共路線にこだわらぬ 
知事選の準備段階での一つの難関が社共の政策協定だった。それができたことがどれだけ

あとの仕事を容易にしたかはかり知れない。だが他面、社共路線を前面に出したのでは知

事選にならない。このことは候補指名をうけた最初の段階から私が社会党、県評の人達に

はっきりいっておいたことだし、社共の方からも了解してくれたことである。社共だけで

やったのでは、県評が底辺にあるとしてもせいぜい 80 万票だろう。福岡の知事選は 120 万

票を取らねば当選は覚束ない。あと 40 万票は亀井ばなれと浮動票が必要分野である。これ

らは社共県評、ことに共産ぎらいである。自民党員だが今回は亀井に投票しないという人

が周辺に少なからずいる。汚いから亀井には投票しないで白紙でいこうかと思っている人

がいる。これらをこちらに投票させるためには、社共でいくといってしまえないのである。

清潔さと民主主義は社共路線以前の問題であって、これが今度の選挙の争点でなければな

らない。亀井陣営は汚職金権を隠すために社共の存在をことさら強調し、革新に県政を渡

せないとか保革対決をことさら表に出している。この手にのらないことがポイントである。 
 
12 月 15 日（水） 
握手の効用 
知っている人、知らない人を問わず心の通い合う人とどんどん握手することが多くなって

きた。大衆的な集会では両手をあげて歓呼にこたえるのがよいらしい。議会選挙のときな

ど、候補者が路面などでやたらと握手をしている。こんなのをみると、スタンドプレーの

いやらしさを感じたものだが、その効用は馬鹿にならないということだ。外見は別に心も

通ってないのにと思うのだが、握手をされた者は手のぬくもりを感ずることを通じ、感覚

的印象が残り、親近感を覚えるらしい。選挙の投票など、理屈や党派のいかんよりも、こ

ういう感覚的なものが大きく作用するというのだ。私は平素から政治的な分野における感

覚的要因を強調するのだが、いざ自分の言動となると、それを忘れていることが少くない。

ことさら念頭におかなくても、注意されなくても、自然にそれが湧き出て実践にあらわし

うる天性の政治家がいるものだが、学ぶことによって後にそれが身につくのもよいだろう。

この点にも保革の区別はないのだ。そういうのが身につかないなら、今日の政治家たる資

格に一面欠けることになる。嫌でも応でも途をかえた限り身につけねばなるまい。 
 
12 月 17 日（金） 
私にとって社会党は何なんだろうか 
社会党第 47 回大会に出席して北海道の横路知事候補と共に立候補あいさつをした。拍手の

大きさからいって横路の方に大きな拍手があった。演説の上手下手というよりは、党への

親近度、党中の知名度によると思われる。彼は現職の国会議員だし、党活動歴も長い。党
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中の派閥の中に占める位置もある。私はその点拍手が劣るのもやむをえない。この二つの

知事選が今回の全国的な目玉になっていることを、この大会に出てみて実感させられたわ

けだが、一寸淋しくもあり心強くもあった。ただ、思ったのは、私にとって党とは何だっ

たのかということである。親近感があるようでない。脱党しているということもあるし、

党の最近の右傾化に賛成できないということもある。また、党に対する信用をさほどもた

ないということもある。馬場書記長が引きずりおろされ平林剛が今回新書記長になったと

いう変わり方、それが党の長期低落に関係が深いとあってはどうもいい感じがしない。右

派の連中が何だ、党活動もろくろくできないくせにといいたいのである。総評の右傾化と

も関連している。党大会で挨拶に立ってもどうも疎遠な感情はどうしようもなかった。 
 
12 月 19 日（日） 
出馬に対する家族の反応 
一彦の家に泊った。今や私の知事選出馬はやむなしと思っているが、積極的に協力する気

にはなっていない。協力のしようもないが、消極賛成でしかない。政治がヤクザの世界に

通ずるとの見方があり、そんな世界に首をつっこむと、乞食になってしまうという懸念が

底辺にあるようだ。そういう例は無数にある。私がそういう世界に入るということに対す

る反撥があるように思える。自分のことは自分でするという切り符で逃げられてしまうか

ら深追いできないが、それなら後はどうなっても知らないよということになり、消極賛成

が結論になったようだ。啓二の場合はもっと理解はあるようだが、これは、何をすれば役

に立つかわからないでいて、加勢の仕様がなく消極的になっているようだ。みゆきにいわ

せると、あれが帰ってきても役に立たない、かえって食う心配をしてやらねばならぬだけ

面倒という。直美は 20 歳にもなるが、まだまだ子供そのもの。啓二も直美も正月前後は帰

福するだろうから、手伝いの仕事をあてがえばするだろう。みゆきはもう観念してしまっ

て、今は積極的に可能なあらゆることをやってくれている。 
 
12 月 20 日（月） 
主要単産まわり 
中央の主要単産まわりで一日が暮れた。福岡県知事選が全国でも注目されている様子がよ

くわかった。日教組では書記局で一言ぶつチャンスがあったのに、私が終始組合員である

というのを忘れていた。日教組、自治労にとっては代理戦争ですよということは強調した。

他の組合ではちがった意味での代理戦争なんだが、それはいわなくてもわかってくれてい

るようだ。中立労連では労戦統一問題で問題意識が思惑と違うということもあって、特に

福岡県評についてそういえるのだが、われわれが関与していいんですかと皮肉をいってい

た。国労、自治労、日教組、全農林はさすがに反応もいいし、応待も感じがよい。私鉄も

悪くなかった。自治労に行ったついでに労働大学へ行った。バツが悪いこともあったが、
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一応のあいさつ。久しぶりの面会で山口敏一をはじめ、みんなニコニコ顔だった。向坂先

生に電話しておくようにと岩崎隆次郎がいっていたが、心を乱してはいけないと思って電

話しないことにした。単産まわりは物心両面のご協力をということで、物の面に力点がか

かっていることだった。 
 
12 月 21 日（火） 
楽観的にのみものを見る 
つきの木洋服店のおやじさんの紹介で今泉にある洋服協同組合を訪ねたら、田中事務長が

面接してくれた。ややあって、大変うれしい反応がかえってきた。うちはこれまで亀井を

支持してきましたが、今回は違いますよ、亀井の人気はゼロです、あれはこんど落ちます

よという。いともかんたんにいう。だが、こういう言葉をきくとうれしくなる。相手がど

んなに強いのか考えないで、ひどく楽観的にさえなる。そういう楽観的になるような場に

ばかり出ているからだろうが、候補者というものは誰しも楽観的になり勝ちである。そう

でなくてはやれないに違いない。大衆の前に出て勝てるといわないと票も集まらない。誰

しも負け馬に乗らないから、勝てるというためには楽観的に考えることが必要でもある。

花束をもらって愛嬌をふりまいたり、握手を積極的に求めたり、ニコニコ顔を見せたり、

これまた楽観が基本になければならない。勝負はいずれにしか落付かないのだから、結果

がわかってしまえばピエロなんだが、それを知りつつも楽観的に日々を処理していく。人

間が深まるわけでもないのに、そのような日々がつづいているように思えるこの頃。 
 
12 月 22 日（火） 
教養部の送別会で 
教養部で送別会をしてくれた。この日の教授会で名誉教授への推薦もきまったらしい。第

一会議室には職員も含めて 130 人ばかり集ったと思う。緒方、園田、佐久間、上田、松尾

（庶務）の諸氏があいさつ、徳本が司会という役割だった。高田律子さんが花束をくれた。

大変気持よい集会でみんなが私の知事出馬を激励してくれた。だが、もうこれで教養部も

終りかと思うと何だかさみしさがこみ上げてきた。定年退官を全うすることがみんなの希

望だということが誰いうとなく片方の空気としてある。平凡に考えたらそれが当り前だし

私も全く同感だ。が、他方途をかえるということもありうるわけで冒険だがそれに挑戦す

るのも祝賀に値するという空気も十分にあった。中には私は平凡でないんだという人もい

た。自分でそういうのもおかしいが、多くの人がお前が知事になったらいいといっていた

ことはたしかだ。木梨、白水その他、ほかにも少くなかったが、今日の送別会でも杯をも

ってまわると、そういう雰囲気があった。教壇においておくのはもったいないとまでいっ

て激励してくれた。その任かどうかはやってみなければわからないが、そういってくれる

だけでも有難いと思う。 
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12 月 25 日（土） 
夢のない知事 
朝日新聞が亀井をひやかして書いている。北九では自民党の県議らが事務所開きをしても

亀井を呼ぶと票が減るからといって呼ばないとか、宴会の席でブンガワンソロを歌って席

に戻る時によろけて尻もちをついてみんな笑ったとか、あまり見られた図ではないことを

披露している。思うに、この人は哲学がない。理想とかほのぼのとした夢を人々に与えな

い。カネの力と権力で人々をアゴで使う。使われている者は少数が茶坊主になるか、多数

が疑心暗鬼になるかである。亀井自身中央政府の茶坊主だがそれだけに系列の茶坊主を末

端まで作らせている。もう一寸ましな男を知事にしておかなかったのだろうか。4 期 16 年

もやったので腐敗汚職構造が必然化したことは明らかだが、そうなるような男だったこと

も明かである。独占資本の茶坊主だからそうなる。権力盲者だからそうなる。明豊会の会

長瓦林も、いい加減年をとっているくせに、もうやめておけばいいのに、資本にカネもう

けさせるために、またもう一期この亀井を知事にしようとしてがんばっている。往生際の

悪い。静かに引退して、詩でも読
ママ

んでいたらどうなのか。資本の欲は無限、無限。 
 
12 月 27 日（月） 
監査請求に対して委員会の「シロ」回答 
明日、知事公舎監査請求に対する監査結果が公表される由。その概要が夕刊に出た。もち

ろん「シロ」違法性はなかったという。毎日新聞と朝日新聞が私に意見を求めてきたので

答えた。第 1、亀井が任命する監査委員が「クロ」というほどのことであるなら、とりまき

の官僚に事務能力なしということになるが、誰でも違法性のないようにするのが当然。但

し、違法性のない手順がふまれていながら、やっている内容が明るみに出ないようにして、

納税者をごまかすのが不当というのがこの事件の基本なのだから、この点が洗い出されな

いといけない。監査はこの基本に何も答えていない。泥棒の子分が泥棒の親分をしらべて

何の効果があるだろうか。監査請求の署名をした県民の心は全くこたえられていない。亀

井は「初心にかえる」とか「不徳の致すところ」というが「シロ」ならそのような弁解の

要はないはずである。新聞社の問いには、「シロ」の結論なんて意味がないから、知事選を

通じ、及び亀井を追い落した暁にはこういう疑惑を生んだ茶坊主取り巻き官僚どもは徹底

的に追及すると答えておいた。監査委員のロボットたちはどうにもならない奴らだという

ことも記録に残そう。 
 
12 月 31 日（金） 
のんびりの大晦日 
のんびりした大晦日だった。原稿が重圧だから、今日、かなりの時間をかけて書いた。正

月のための仕事は今年何もせずに暮れた。賀状も書いていない。書くひまもなかったがど
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んな賀状が来るかこんどは予想もつかないので、書く気もしなかったわけ。明日は行き当

りばったりで賀状に対処しよう。昨夜おそく直美が帰省し、一彦は帰省しないということ

なので、5 人で迎える正月になるわけである。午後 10 時半頃、直美は 3 社詣りといって出

かけた。 
 
選挙運動をかえりみて 
今年は 11 月と 12 月は大変な年になってしまった。まるまる 2 カ月知事選の渦中に巻き込

まれてしまった。教養部の紀要の原稿を 11 月はじめ提出できたので助かったが、業績をか

えりみる原稿を書かされたのが余分の負担となり、問研のパンフ原稿は遂に年をこしてし

まった。来年明けて 3 日間のうちで仕上げようと思っている。年賀状を書く気がしなかっ

たのは、佐方の父がなくなった年と今年と 2 度目のようだ。来たとこ勝負といいきかせて

仕事を来年にもち越したわけである。江頭さんから又長い電話があった。長電話はうんざ

りするのだが内容は選挙事務所の来客接待の態度がなってないということをめぐっての意

見である。これでは来客が 2 度と来る気にならないということになり、落選への道に通ず

るおそれがあるというもの。つきの木さんがそれを何回も私に指摘した同じ点である。常

識的な接待術がわかってないし、事務所の内部配置、人間の配置も常識的でないというの

である。その通りだと思うが、これを候補の私にくどくどいってくれても困るのである。

なるべくそういうのは聞きたくないから一人一人が気付いた限りで担当者に積極的にあた

って注意してくれるとよいと思う。それから組織ルートに乗らない個人に対する宣伝だが、

関心のある人が受け身的に働きかけを待っているのではなく、積極的に出向いて働く条件

をみずから作ってほしいのである。ああだこうだと文句をいう人が意外と消極的なのであ

る。だが、こちらから当ってはじめて積極的に動きはじめる人も少くない。その意味では

どしどし当っていかなければならない。有力そうな個人はどんどん当ってその人から芋蔓

式に次の有力者をたぐっていく必要がある。11 月は空転。事務所開きまではいわば懐妊期。

その後今日まで 20 日間は準備期間。新年以後は本格的実働期に入る。準備期間中は労働組

合組織に潜入していった程度とみてよい。個人的側面では大物個人にひとあたりしたとこ

ろ。楢崎弥之助と公明党それから TNC と FBS は当り残したところ。明けてみてもっと多

方面に個人プレーしなければならない所が出てくるだろう。業界とくに小企業界には開拓

の力を入れなくてはならないだろう。色紙を書いて若干渡してみたが、意外と好評のよう

だ。どんどん書こう。 
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1983（昭和 58）年 
 
1 月 1 日（土） 
四時過ぎに便所に行ったあと、なかなか眠れなかったので六時前に起き出て、昨日からの

つづきの春闘パンフの原稿を書いた。新年明けにはぜひ渡さないと、昨年より三週間もお

くれている。必勝祈願の初もうでは筥崎宮。いつの頃からか初もうではやってなかったが

暮に来ていた七二兄がひとのすることは縁起ものだからやっておくようにといっていたの

で実行した。年賀状がどっと来た。平素より一〇〇枚ぐらい多いのではないか。これにど

う対応するか苦になる。今年は一枚も書いてないから旬日のうちに一括対処しよう。知事

選に必勝という内容のものが多かった。もちろんこのことを知らないだろうと思えるもの

も多かった。 
 
1 月 2 日（日） 
何枚かの色紙を書いた。今日も来客九人にそれぞれ一枚ずつ書いてあげた。よろこんでも

らえる。年末に一〇〇枚買っておいたのがしばらく利用できる。選挙運動では、これがよ

ろこばれ価値があると思われるので、いい武器になるだろう。一波萬波、一行三昧、猪突

猛進の三種を書いているが、さし当たりいい言葉が浮ばない。一波萬波は一番多く、選挙

用室内カレンダーにも利用されている。河野氏が来訪の時書いていたのだが、書初めです

かという。今年はそういう気持になれない。実用にする意識しかない。追われているから

だろう。 
 
1 月 3 日（月） 
年末に六本松三丁目に住む日永田敏夫さんを訪ねた。生花の業界の人と思ったら、むしろ

祈祷、念力、運勢を業としていて広い部屋はその関係のもので一ぱいだった。ついて来た

森数氏にどう思うかときいたら念力をみていて信じていいかどうかわからぬが考えてみる

ということだった。今日前田ひささんに電話してそのことを話したらああいう世界もある

のでしょうという。私も信ずるも信じないもない現実の存在として認めてよいのではない

かといっておいた。前田さんは彼はもと赤旗を読んでいたこともあったという。一寸かわ

った人だが、念力がものを言う人間世界があることも否定できまい。 
 
1 月 4 日（火） 
須郷昌徳氏がやってきて飲んで快気焰をあげた。八丁、衣笠との折合いが悪く、問研協会

を出ていってから十数年になるのではないか。今日は来にくかったのに、私が知事選がら

みで電話したので早速とんできてこれで仲直りといえる状態になった。衣笠君もいたので

合意ができたといえよう。西日本短大の不正事件がらみの再建に尽力している人物。こう
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いうところに勤めていると右翼とも共存しなければならないから人間をかえていくのだ。

西日本の県百科にかなり執筆しているらしく、今日もそれを見ていてひょっこり名を見つ

け電話した次第。 
 
1 月 5 日（水） 
小柳氏は門鉄一家を個人的基盤にしているときいていたが、今日そのかなりな部分を案内

してくれて一端がうかがえた。谷市長を社ぐるみ推すところばかりが紹介されたが、知事

は亀井とはいわないところが選挙というものの何たるかを考えさせられる点である。楢崎

弥之助氏に会ったら、彼は私がスタートの時点で社共の枠にこだわらないことをたしかめ

たのがよかったといったが、あちこちに行ってこの点を主張指摘する人に出くわす。この

ことを徹底して前面に押し出せるかどうかが今回の勝負のポイントだと楢崎氏もいった。 
 
1 月 6 日（木） 
無理なスケジュールにならないようにといっていたのに、近頃はやはり無理を承知で動い

ているのではないか。原稿を仕上げるのに五時間ほどほしいが、それがとれない。こま切

れの時間はあっても独りにしてくれないから使えないということもある。思い切ってひと

りになろう。今日のスケジュールは小倉の市民の会に一任ということであったがこういう

ふうにひとまかせのスケジュールはどうもうまくいかないことが多いように思える。今に

してそうだからもっと詰ってきたらチグハグが多かろう。選対本部とは別の事務所をもつ

べく中西次男氏に連絡依頼した。 
 
1 月 7 日（金） 
原田八重さんの町議出馬激励会があるというので今日一日の行動にみゆきが同伴した。原

田さんは何回もこまめに手紙をくれる人で参加しておきたいという気持がおこったのだろ

う。糸島地区労にも協会系の活動家が多いため、この地区は最近いつ来ても気持がいい。

行く道の両側の電柱に私の顔写真入りの集会案内ポスターがいたるところに貼られている

のが目につく。昨日今日一気に貼ったのだという。農連県議の友納健氏のも同じく目につ

く。だが郡部でこれだけわが派の活動が目立つところは県下に珍しい。今度こそはとの意

気込みが肌に伝わってくる。 
 
1 月 8 日（土） 
共産党の西原、社会党の岡本両町議があいさつまわりに案内役をつとめてくれたのだが、

両人は個人的な平素のつき合いの中味をかくさず保守層にまでくい込んで私を紹介してく

れた。昨日の労組系といい、今日の社共系といい、糸島は見事な取組みで申し分なしの印

象を残すことができた。県下みんな、特に福岡や北九がこのようであれば知事選の展望も
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大変明るいのだが、まだまだ死んだような所、無風地帯が少くない。保守層まで食い込ま

ないといけないという原則をうまく消化している糸島であった。 
 
1 月 9 日（日） 
松柏苑に投宿し、九時半から北九の協会員が６人集って私の部屋で選挙情報を交換しあっ

たが、一般に北九では共産党が市長選がすむまで知事選の運動はすべきでないと主張し、

社会党や労組の一部にもこれに同調する人がいるため、知事選運動はストップしていると

いうことであった。でも県議については共産党は動いている。その矛盾を平気でやってい

る。市長選に知事選を併行させるなといいつつ県議選は併行させているのである。この矛

盾を指摘し、知事選運動はかえって市長選に相乗効果を与えることを主張。運動路線を修

正すべく努力しようということになった。 
 
1 月 10 日（月） 
寒風吹きすさぶ中での北九市長選出陣式。ニュースカーを連ねての街宣。松本事務所はよ

く趣向をこらし演出効果を発揮し、二つのショーを立派に消化した。だが、心配なのは、

この立派さが選対本部関係だけではないだろうかということだ。市長選運動が選対本部だ

けの運動に極限され末端に浸透していないのではないかという危惧がある。あと二十日と

いう時に、これではツバぜり合いには一歩も二歩もおくれをとるのではないか。あとでゆ

っくり北九に入るスケジュールがあるので、この点たしかめたい。 
 
1 月 11 日（火） 
午後大牟田へ来た。このごろあまり来ない。大変斜陽化している。ひところと違い久留米

と大牟田の重みが、人口も、全く逆転している。三井資本が大牟田を食い物にしている事

情が港や山付きの開発事情によってよく物語られている。依然として失業荒廃が進んでい

る。三井が市や県から助成金を引き出しては財産を残しつつ撤退している。大牟田に来て、

三十数年前三池の職組が私を労働講座に招いてくれた初体験を思い出した。昭和二十一年

の暮か二十二年のはじめ、四山鉱だったろうか。遠い昔のこととなってしまっている。私

の出発点だった。 
 
1 月 12 日（水） 
大牟田市長の黒田讓一氏が亀井と組んでの選挙事務所を大通りにかまえ活動している。亀

井と堂々と組んでいるのを見たのはここがはじめて。きけば黒田は亀井の子分のような男

だとか。それに自民・民社同盟は大牟田では意識的な反動ばかりの集まりである。今日社

会党の旗びらきに参加して、自民民社の大牟田におけるこの連合を打破することなくして

日本の明るい未来の展望がないといっておいた。ファシズム到来を予見するなら、大牟田
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から巻きかえしていけと主張した。自民党総裁選に出馬した中川一郎が北海道のホテルで

自殺したのに医者は心筋梗塞とウソをいっていたことが発覚。 
 
1 月 13 日（木） 
十二日、中曽根が訪韓して全との間に共同声明を発表した。「朝鮮半島の平和と安定維持は

日本を含む東アジアの平和と安定に緊要」といい、巨額（四〇余億ドル）の借款を約束し

た。明らかに帝国主義的大陸進出であり、海外派兵の下敷をしくものである。韓日米の同

盟関係が一そう堅くなり、日本の平和が他国と一そう強く拘束されることになった。社共

両党はこれを非難、中国も強く批判した。民社は高く評価し自民のお先棒かつぎを明確に

示した。中曽根のファッショぶりが一歩一歩明らかになってきたといえる。 
 
1 月 14 日（金） 
八女地評を中心に今日は八女地区主要労組をまわってあいさつしたが、まだ組織体制をと

とのえる段階にあるとはいえ、県下全般にまだ社共労の運動からほとんど出ていないとい

える。大牟田より八女がその傾向が強い。福岡などもそうではないだろうか。これなくし

ては勝てまいが、これだけでは勝てないことを前から強調しているがなかなかその段にな

らない。新聞でも奥田陣営の成否はこのことにかかっていると、繰返し繰返し解説してい

るのだが、陣営内にはこのことに反撥して内部固めの必要性をわざと強調する人がいると

いわれる。外延の動きはむづかしいことも事実。 
 
1 月 15 日（土） 
共通一次が今日明日、それに今日成人式。どちらも縁遠い行事のように思える。成人式と

いって女子の晴姿だけが目立つ。男はどういう服装で何をしているのだろうとさえいえる。

近頃の若い人は政治に関心が薄いといわれるが、われわれも若い頃はそうだったのではな

かっただろうか。判断力がまだつかない非独立の世界から独立への第一歩をふみ出す人達

である。政治というものがとくにわかりにくいのである。わかりにくくしていくところに

政治があるといってもよい。中川一郎がなぜ死んだのかは、われわれ大人にもわからない。

背後に政治の汚い渦があることは確か。 
 
1 月 16 日（日） 
とれる魚がいくらでも泳いでいるのに取る人が足りない。昨日八丁が事務所三階での朝食

会の席上そういった。県下ほとんどの人が反亀井である。がこれをわが方の票にまでなし

えていない。今日から朝日、読売の二紙を追加購読。暮からの毎日とあわせ四紙となる。

選挙期間中はどれにも目を通す必要があるからだ。今日も朝日は反亀井の記事。亀井が私

立幼稚園の PTA の活動家に、感謝の気のない感謝状を乱発しているという話。亀井は選挙
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目あてという批判に対し、頼まれたから出したまでと釈明。そこで感謝もしてないのに感

謝状を出したといってしまったわけ。 
 
1 月 17 日（月） 
山門三池地区の試みは、組合活動家のうちに主として隣近所の主婦を十数集めそこへ候補

者の私を呼んでかんたんなあいさつをさせる方法。これを次々とやって、最終は地区労の

組合員を一カ所に集めて別途あいさつをやらせるというやり方。前者三〇〇人、後者四〇

〇人で成果はよかったと思う。握手と色紙の効用が大きいことがよくわかる。亀井は県費

を使って感謝状と金杯などを乱発して点数をかせいでいるとか、十六日の朝日新聞で叩か

れたのだが、今晩臼井先生宅に行ったら退職してかなりになる杉森学院長の奥様にも先年

感謝状と花器が贈られたとか。汚い。 
 
1 月 18 日（火） 
朝が早いとせっかく現地旅館に泊った効用が半減しまう。今日一日ねむくだるい行動にな

ってしまった。ひょっとすると身体に無理をしているのではないかと心配する。近頃どこ

に行っても健康の心配はいらないことをあいさつの中で強調し、風邪をひかないし、若い

時は豆タンクのあだ名をもっていたと吹聴しているのだが、これでかぜをひいたとなると

台なしになってしまう。ひっぱりまわす方は一カ所でも多くと思うし、こちらもそれにつ

られる。どこかで無理なスケジュールは切らなければならないと思っている。少しずつ無

理がきていることは確かだ。 
 
1 月 19 日（水） 
柳河は落付いた町ながらインテリ臭をもっている。聞けば政治選挙に敏感で政争のはげし

いところという。市長は亀井の子分が配されている。臼井先生宅の前に平山先生が住み、

そこに近所の奥さん達が集ってくれた。みんなで炊き出ししたといって、われわれ五人の

来客に心のこもった中食をごちそうしてくれた。政治によく反応するというのか、臼井・

平山両先生に平素から人気があるというのか、主婦たちがこうも集って選挙の話をきこう

というのはめずらしい。三橋地区も河野先生待鳥先生を中心にその傾向がみられた。こう

いう傾向があってはじめて選挙に強くなるのだ。 
 
1 月 20 日（木） 
久留米では市長選挙のさなかだというのに、その熱気は全く感じられなかった。共産党か

ら一人立候補しているが、現職の近見氏に太刀うちできないという空気で停滞そのもの。

ポスターもまれ。近見氏も執務しながら、たまに遊説する程度という。知事選への取り組

みもあまりできていない様子。地評傘下の地公労三組合、市職などに動きが出てきた程度。
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もちろんこれら組合では、今度こそ知事選に勝たねばとの意気はさかんである。二〇万都

市にしては私の割当て日数も二日しかなく、北九、福岡同様、薄っぺらな浸透で終るので

はないかとの懸念がある。 
 
1 月 21 日（金） 
縄崎君が朝ホテルに問研春闘パンフの校正刷を取りに来てくれた。ゆうべおそくまで腹が

立つほど暗いホテルの部屋の電灯の下で十二時半までかかって校正したものだ。縄崎君は

明日使うスライド（私の若い時からの写真）の説明を私に求めて昨夜おそくまでホテルに

来ていたのだった。悪い時には悪いことが重なるもので、この忙しいのに、スライド説明

を求めて久留米までやって来たことにこれまた腹立たしい思いがしていた。それに、選り

抜いた関係写真は、そうよいものではなかった。もっといいのがあるはずなのに。いい加

減な選び方をしたものだと思った、まあ、ひとのすることに文句はつけまい。 
 
1 月 22 日（土） 
二時から開かれていた「奥田八二をはげます集会」（学者文化人の会）が今日のハイライト

だった。出番ギリギリの寸前、東区の田平集会（東区民センター）からかけつけた時は土

井仙吉氏が人物紹介をしていた。次に昨日の縄崎氏がもって行った私の紹介をした写真の

スライド映写、壇上への私の入場、三人の代表による激励のことば、大衆席からインタビ

ー、このあと私の自己紹介、花束贈呈で最後の盛り上げになった。参会者約七〇〇人、私

が入場するまでにアピールが採択されており、署名者が数百人に及んでいた由。大変な熱

気だった。多分これは参加してない人にも新聞報道で伝わるに違いない。 
 
1 月 23 日（日） 
松本事務所の私に対する来援要請の中味がどうもはっきりしない。松本応援なのやら北九

での知事選運動なのやら、誰が責任者なのやらわからない。したがって時間が空費になっ

たり、街頭演説にかたよったりである。従来の選挙運動のパターンを破りえてないように

思えるし、革新ということが前に出すぎてみずからを狭めているようにも思える。門立ち

を重視している点をみても街頭主義を脱しきれず、地味な一人一人説得が足りないように

思える。党―労組の外に出る（殻を破る）発想がなければいけないように思える。二〇万

対三〇万で負けという噂もある。 
 
1 月 24 日（月） 
今日は門司地区労に身柄をあずけた。夜その二階での光景のすさまじさに驚かされた。五

〇台ばかりの電話を臨時に設置して電話局用の電話番号簿を利用して片っぱしから松本洋

一候補への勧誘の電話をしているわけ。女性が多かった。ある人にたしかめたら二五件の
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通話の内一五件が快諾、四件は不在、四件は否、二件があいまいということで、これが正

直な返事だとすれば、松本候補への受入れ体制が広いということになる。新聞社などは、

総評五〇万票、二〇万票ずつで両候補五分五分、残り未定票一〇万票をどちらに引きつけ

るかが勝負どころという。 
 
1 月 25 日（火） 
快晴だし、すごく気温も高い一日だった。まるで春である。ほとんど組合まわりで日が暮

れた。八幡地区、広い広いこの地区を一日ではどうにもならないが、内部固めには役立つ

のではないかというのである。それぞれの組合は、あと五日残すだけとなった市長選に血

眼になっている。せっぱつまらないとやらないのが世の常。こんどはみんなの目の色がか

わっている。勝てるという見とおしがあるとそれだけまた真剣になる。ただし、だれも今

回の北九市長選挙がどうなるかの予測は立てにくいようだ。以前と違って混戦ということ

らしい。 
1 月 26 日（水） 
赤ひょうたんの姫高会は六人ほどの集まりだが、私の選挙への協力の相談だった。そのあ

と帰宅し、つきの木洋服店、森祐行氏、芳井氏、あとからかけつけた中西次男氏らで天神

フタタ横で、事務所を借りる話についてわいわいやって相談した。一カ月五五万円、総経

費二〇〇万円覚悟の第二事務所開きである。木梨氏が斎藤ビルの一室を開放しようという

話との関係をどう整理するか、一つにするか二つにするかの話が残っているものの、一般

の人が寄りつきやすい事務所を開設することの必要性については異存なく、明日以後早急

に具体化することになった。 
 
1 月 27 日（木） 
新幹線口の事務所はどうしても「県民の会」つまり社共労路線の事務所であって、ふつう

一般の大衆個人を寄せつけにくいようになっているから、天神のどこか一角に別の事務所

を作らねばと前々から考えていて、二十日過ぎに中西次男氏に意を伝え、洋服をもってき

てくれたついでにつきの木氏に伝えていたら、前者が木梨事務所系の話を進め、後者がフ

タタ横のを見つけ、昨夜話のあらまし条件をもって来た。前者は無料に近いが、後者は一

八〇万円はかかる。昨日、つきの木、中西、芳井、森、森数らがわが家に寄って議論した

結果、両方を開設する方向で検討することとなった。小さな事務所がいくらでも欲しいの

だ。 
 
1 月 28 日（金） 
北九に来てくれというので行くが、それにしては配慮が足りなすぎる。今日も午前中は戸

畑ということだったが、流しで四カ所で青空演説。そういうことは計画というほどのこと
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ではない。午後は八幡というので行ってみたが、全く受入れ体制ができなくて、タライま

わしののち、お休み下さいという。ニユー田川に帰り休んだのだが、一寸お粗末というし

かない。尤も、北九は今松本選挙で知事候補の受入れどころではないといえばいえるが、

そんなら配分の日の決定に組入れないことにすればよかったのではないか。もったいない

時間の浪費があっていると思う。 
 
1 月 29 日（土） 
夜衣笠氏からの電話で天神事務所は借りるにしても、見たのかという。狭くて高いのでは

ないかとの意味。だが、今日小倉からの帰途車中で一しょになった中川君と話したことだ

けれども、私は事務所開設を希望するということ以上には立入らない。あとはすべてボラ

ンティアでやってくれというしかないわけで、衣笠氏にもその旨答えておいた。私が自分

の事務所を別途もったということになると、県民の会との関係が妙になってくる。私は知

らん顔をしていて誰か、熱意ある人が任意にやっているのだという形をとってくれる必要

がある。岩崎隆次郎もその点を気づかっている。 
 
1 月 30 日（日） 
北九市長選の投票率が六〇%をこえるだろうとラジオがいっていた。高い方がいいか低い方

がいいか気になるが松本氏は今頃はまな板の上の鯉の心境だろう。日本人は政治家の腐敗

に寛容（民主主義的訓練不足）だからかなわない。谷市長は亀井知事より汚なさがましだ

と演説してまわっていた。その亀井が今日の朝日の報道では反亀井の自民党福岡支部とヨ

リをもどす接触に成功したらしい。果たしてどれだけの票がかえってくるか。谷の問題は

私的なものの影がうすく亀井の汚なさには私的な影が濃い。谷が勝つとすればその弱味が

少ない点にある。 
 
1 月 31 日（月） 
十時四〇分頃に北九市長選の結果が出て松本善戦すれども惜敗。二五万三千と二二万七千

の差二万六千票、破れたりとはいえ、これは知事選を占う上で大変よい成果といえる。谷

陣営は三十万票なければ勝利といえぬとしていたからである。汚職への批判の強さは谷よ

り亀井の方が厳しいはず。知事選では批判がもっとはっきり出るだろう。今日の浮羽など

すごく反亀井で沸き立ったといってよい。この勢いで押せ押せと勝ち気をムードに高めて

いくことができるだろう。松本氏には暫時休養してもらうしかない。ごくろう！ 
 
MEMO 
今年は選挙に出るのでとてもこの日記を書くひまはないだろう。しかし、何か書くことが

あるかも知れない。かんたんなものならまずぶなんと思って買ったのがこの日記。一カ月
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書いてみて何のことはない三年連用のがスペース不足がちなために、この日記がそれの補

完みたいになってしまっている。それでも書くことがあるならつづけよう。何かを考えて

ゆっくり書きたいと思ってはじめたのだが、考えるひまもないし考えたことを書くひまも

ない。ともかくこれでしばらく進むしかない。毎日ゆっくりできないから、書くこともと

っさの思いつきになってしまうし、果たして脈絡がととのっているかどうか。 
 
2 月 1 日（火） 
処々聞鶏鳴でめざめ入浴して朝食、雀のなき声もきこえる。麦が四・五寸伸びて幾条と遠

くにつながっている。こんな田舎に住むことはもうないだろうか。浮羽地区は耳納山系の

斜面でめぐまれていそうに思える。人々の争いごとは知らぬが…。遠い数々の歴史の跡が

残っているといわれる。ゆうべは十一時ころまでカラオケを使ってにぎやかだったこの旅

館も今朝は湯もおとしてあり、食事をとったのはわれわれ一行の四人だけだった模様。ひ

なびた宿である。今日の小郡三井地区になると山は見えない。筑後平野のどまん中、保守

の堅陣である。私の顔ポスターが意識的に引き破られている。意識を変える作業が進めら

れなければならない。 
 
2 月 2 日（水） 
北九市長選の結果は知事選で亀井陣営に引きしめを決意させたようだが、当方陣営は沸き、

押せ押せムードがでてきたといえる。筑紫地区は県議・市議・地区労（いずれも社会党系）

がすごく張り切っている。勝てる自信がついたと誰もがいう。確実に知事はもらったとも

いう。私が出馬に際し、保守・革新の対決ではなく、汚いかきれいかだといったことが谷

陣営にもひびいたと谷自身がいっていると新聞は書いている。亀井にとってこれがもっと

痛くひびくだろうということだ。作戦的に出発点からこちらが圧しているわけだ。 
 

2 月 3 日（木） 
大丸別荘に泊ることになったが、労働党の井上氏と約束していてインタビューに応じた。

知事選のポイントについて語ることになり、亀井の腐敗、おごり、権力、金力に抗するの

はもちろんだが、中曽根のファシズムに抗する力を九州の一角に築く意味もあること、さ

らに八〇年代の反戦・反核の目標を蔵した反ファッショ統一戦線という新しい戦略的組織

運動論の模索でもある点を強調しておいた。具体的には「県民党」なるものがどこまで展

開できるか、北九市長戦
選

の松本派のたたかいとどこが違うかなどをまとめて理論化する必

要があるわけだ。 
 
2 月 4 日（金） 
夜の社会党の政策発表会は千人余りが集った。会場準備の都合上三〇分おくれ、全部で一
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時間おくれた。帰ってからみゆきが私に疲れ顔に見えたよといった。少し疲れたのかなと

思う。体重は一キロほどふえているのだが。…七ニ兄が、私の演説の声が小さすぎるため

いらいらした、何とかならないかと苦情をいう。でも大声を出していると疲れるし、中味

に乱れが生ずるかも知れない。みゆきがひっぱり出される時がふえてきている。頭を下げ

一こというぐらいならいいが、中味のあることをしゃべらせられるなら嫌だといっている。

尤もなことと思う。少し配慮してくれればいいのに。 
 
2 月 5 日（土） 
国鉄新幹線基地に寄ったら宿舎で二カ所街宣するという。夕方の冷い風の中、聞く人も少

く、効率の悪いやり方だといえる。ずっと以前、小笹の宿舎に連れていかれた時にも感じ

たのだが、新幹線基地でも、国鉄の内部宣伝の効果しかないところであり、こんなのは労

組役員がすべきことではないだろうか。外に一寸もひろがらない発想である。こんなこと

をくりかえしているなら国鉄の組合運動は尻すぼみになってしまうのではないか。なぜに

そういうことになったのか、いつからそうなったのか、発想転換が必要だろう。 
 
2 月 6 日（日） 
出馬の決意表明以来、投票までの丁度折返し点に立っている。身体の調子は別段異常はな

さそうだ。亀井有利との声もあるが、概してわが方が活気をもって駒を進めている。亀井

側は危機感を募らせている模様。北九と福岡、筑豊で一〇万票の差をつけられると彼らは

見ていて、それを筑後で挽回するのだと言っているとも聞く。北九、福岡の両市では亀井

の勝ちだが筑豊ではわが方がかなり優位に立つと見ていいのではないだろうか。筑後でど

れだけ差をつけられるかが、さっぱりみえない。農村も亀井離れしているのだが…。 
 
2 月 7 日（月） 
どんな役所でもどんどんまわる。農協と教育庁出張所以外はレスポンスが大変にいい。こ

の二つは構えた長であった。反響のよさがこれまでの知事選と違っている。こんどは知事

がかわるかも知れないと感じている人が多いせいである。瓦林、遠藤政夫らは、亀井とと

もに知事を「革新」に渡すなといって必死にわめいている。権力のおこぼれをもらえなく

なるという強欲からの発想で、汚くても保守がいいといっている。死ぬまでカネを追かけ

ているわけだ。筑豊でわが方が六〇%は取れるかも知れない。そして勝ったら瓦林らの鼻を

あかしてやることになる。 
 
2 月 8 日（火） 
どんどん日が経つ。昨日の自民党県連大会では「県政を革新に渡すな」の大合唱があった

という。亀井は「私は欠点の多い人間だが、つなぎにもう一期」とせがんだという。「初心
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にかえって…」をまたくりかえしたらしい。欠点が多ければやめればいいし、「つなぎ」な

ど必要としないし、周辺の人は決して「初心」にかえっていないといっている。矛盾だら

けの亀井である。自民の中にはあと二カ月、亀井をここで取りかえたら…との声もあると

聞く。今は五分五分。瓦林は県政を革新に渡さぬといきまいているようだが、強欲も程々

にして、資本家根性をすてるのが人間だろう。 
 
2 月 9 日（水） 
花田新太郎と現役の二県議が一議席を争うことになっている。相手の伊豆は、九大学長だ

った入江氏が推していて彼が知事選に出るようで結局出ないといい出した時に入江氏が推

す人だとわめいた人物。それが出光、八幡製鉄から推され、亀井が花田を蹴落す策略に乗

って出て来た人物とわかって一ぺんに印象を悪くした。伊豆は亀井の尻馬に乗って「教育

正常化」の陰謀に手を汚している人物。伊豆のために花田が落され、一度は議席二になっ

て二人の現役。こんどは宗像市独立で一議席を二人で争う。伊豆は亀井と共に必殺の相手

だ。 
 
2 月 10 日（木） 
地区で九大 OB が集まったのは今日の飯塚がはじめてであった。森数君は、このことが何

らかの方法で公知されたら他の地区の先鞭をつけるだろうといった。だが福岡や北九では

そういうことにはなるまい。九大ということで人が集まることは、よほどの小さいかけは

なれたところでないと困難であろう。九大を出たといっても敵意をもつ人だって少なくな

い。午前中教育大学に行った時、学長が理学部の沢田さんだときいて訪ねてみたが留守だ

った。九大の教授が教育大の学長になるなんて偉いんだなと思った。今日 OB で集った人

の中に五人ほど亀井にいじめられている高校教師がいた。 
 

2 月 11 日（金） 
小経営者と懇談する企画があって、宿をとったグリーンホテルで午後七時すぎから九時ま

で私が十分ほど話し、あと質疑となったが、私の抱は
マ マ

机上の空論でないかとか、思想が赤

だったら県政も赤に支配されるのではないかとか、労組や左翼政党のいうままの県政にな

るのではないかとか、俗論に汚れたままのむき出しの質問が続出した。職員の賃上げする

から赤字になるので、亀井の黒字化の功績をたたえる発言もあった。こんな懇談会はみの

りがあるのかどうか疑わしい。自分の目でみる世界しかみえないし、それがすべてだ。労

働者は敵、赤字は敵という。 
 
2 月 12 日（土） 
章つづいて和代が帰ったという。その場に居合わせず、お礼もいわずじまい。みんな選挙
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資金のことで心配していて、事情を話したら、まずは安心したということだった。姫路方

面の人はみんなこのことを心配してくれているらしかった。市議と県議の選挙をみている

と、心配するのが当然かも知れぬ。一億円も二億円もかかる知事選を自前で出す人はまず

ないのではないか。衆・参の選挙にしろ、市議・県議にしろみんなどうしているのだろう。

一財産捨ててしまう人もないわけではない。明らかにすべくもないが、不思議な世界では

ある。 
 
2 月 13 日（日） 
一週間ほど前に糸島からの電話ですご味のあるおどしをうけたが、当方を妨害しようと動

いているので陳謝に行った方がよいというので、今夕の三時間をそれに費した。当方の選

挙ポスターを相手の看板の上に貼ったというので直接私に「どういうことなのか」「ふん」

とは何かと絡んできたので、「バカヤロウ」と怒鳴ってやったら、「覚えておけ」といって

電話が切れた。その後彼は選挙妨害のおどしを拙宅及び県民の会にしてきたし、若干妨害

の言動をしたらしい。あやまった方がいいと岩崎がいい、私はその必要を感じないと主張

したのだが、岩崎のいう通りにした。声とすごみはきかすが小さい男だった。 
 
2 月 14 日（月） 
田川地区は今回知事選挙で一番よい成績をあげるだろうといわれている。筑豊一円がそう

なのだが、筑後で負わされるハンディを筑豊で返して余りあるようにしなければならない。

そして北九州と福岡の両マンモス都市で五分五分ということでなければ勝てない。かんた

んとは思わないが、案内してくれる行く先先、どこでも熱い歓迎なので、候補は楽観する

ものらしい。ぐっとしめてかからなければとよくいわれる。それにしても亀井の声があま

りにも地方で聞えなさすぎる。まさに「敵艦見えず」の状況がつづいている。 
 
2 月 15 日（火） 
県下をまわっていると、トピックスがあれこれある。方城町役場、病院の前では七〇歳を

こした老婆が、奥田当選を期すまで死なれないと寄り添ってきた。飯塚の失対現場でも同

じく老婆が「死ぬまで首を切らないで」と寄ってきた。筑豊の特徴であろうが、亀井県政

の一面がよくあらわれているように思える。“バラマキ福祉”に対する攻撃が一人一人の小

さなしあわせを取り上げているのだ。福祉はバラまかれなければ意味がないのに、その経

費を大資本に集中させ利用するために“バラマキ”という表現を使う。ファッショ化が進

むその犠牲者がみえたわけ。 
 
2 月 16 日（水） 
朝日の記者の話では、第三区でわが方が大変劣勢にあるため、第一、二区の優勢、第四区
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の五分五分が合計されても、なお若干亀井に負けているということのようだ。三区は久留

米を中心に、三潴、柳川、山三などが軒並みに悪いのではないだろうか。自治労など一寸

した集団のほかはほとんどこちらの影響が及ばない真空地帯が多く、手当が届いていない

ように思える。マスコミ対策が弱いといわれているのも気になる。だが、自分は猿まわし

の猿みたいなもので、選対組織がこのことを自覚してくれないとどうにもならない。 
 
2 月 17 日（木） 
「女」という言葉を演説中に使うと感じが悪いという声が出ている。女性、婦人というの

がいいらしい。言葉狩りに類するのだがこれは女性解放ということを口先でとなえ頭を走

らせている人の批判ではないだろうかと私は思う。女という言葉を使った方がいい場合も

たくさんあるし、そうである限り文学的表現の自由という点からも、思想的に、それも一

部の者の発想からも、その言葉の使用に文句をつけるのはおかしいのでなかろうか。そう

いうふうにいう人だと思えばいいのではないのか。選挙だからそういう声があるなら従う

方がいいだけだ。釈然とはせぬ。 
 
2 月 18 日（金） 
おくだはちじ友の会というのが発足した。地域懇とローフレンズの合体みたいだが、木梨

事務所の人たちがみんなで力を合わせ、ローフレンズを基盤につくったもののようだ。よ

くやってくれるので頭の下がる思いがする。資金もいるだろうに、たいへんな努力の結集

といわねばならぬ。他方、大手門会館では、婦人の集いがあったのだが、これも資金をど

うして寄せたのだろうか。婦人の小グループがたくさん寄り合ったと説明されてはいるが、

これまた容易ではなかったはず。この方は一過性だが前者は継続性のあるものだから維持

に引きつづいて努力が必要。白垣弁護士がやるとのこと。 
 
2 月 19 日（土） 
今日の一万人集会はどこからみても大成功だったようだ。こんなに多くの大衆の前に立っ

たのはほんとうに生まれて始めてだった。少しずつ場なれしていたせいだろうが、意外と

あがらないで話をすることができた。一五分という要請が二五分をこえる長話になったら

しいがよくまとまったということだった。川口武彦氏が東京からかけつけてくれたが、話

し合う時間が一寸しかとれなかった。選挙がすんだら向坂先生をふくめ、ゆっくり話し合

う時間が欲しい。こんどの知事選では荒牧氏をふくめ、松隈も、いわゆる向坂派はよく動

いてくれている。 
 
2 月 20 日（日） 
行橋の京都ホテルに着いたら十時をまわっていた。雪のため三十分以上遅れたという。四
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人が迎えてくれ、一時間ばかり情勢の説明をきいたが、“敵艦見ゆ”といえるほどに、京築

地方は亀井陣営の動きが活発である。県下いたるところで気に入らぬ町長市長を取りかえ

ていった亀井の足跡がここに来てありありとみえる。反対に、当方の動きが鈍いのだ。と

ても五分にたたかえないらしい。久留米を中心とする筑後一円もそうらしい。あと残され

た五〇日足らずを、どこに力点をおいて票取りするのが効果的かおのずから明らかである。

二日間の京築なのだ。 
 
2 月 21 日（月） 
亀井陣営の、わが方に対する反共宣伝ビラが町内会長ルートであちこち流されている。ま

た、ここにくると、若者がうす暗い夜道で亀井を励ます会案内のポスター貼りの仕事をし

ているのに出くわしたり、顔写真入りのポスターを貼ってあったりに出くわしたりした。

だがそれもほんのまれに。“敵艦見ゆ”というのがそれ。行橋市長堀助男は亀井の子分とい

われる。その影響がかなりあるようだ。こんなのが町内会長を動かし亀井の宣伝を回覧板

を通じてやらせる源になっているのではないかと思える。亀井がこんなのを十六年かけて

いたるところに植えつけているのでこわい。 
 
2 月 22 日（火） 
疲れないといえばウソだが案外に元気に毎日の課業を消化している。でも休憩時間が少く

てシンから疲れがとれているとはいえないようだ。右肩を中心に筋肉痛が感じられる。そ

れと、時間をかけても熟睡度が若干足りないように思う。車の中では少しの時間でも目を

つむり眠るようにしている。カゼをひかないようにと願っていて、今のところそれがない

ので助かっている。カゼには強い体質なのかも知れない。あと五〇日足らずになってしま

った。亀井側の巻きかえしが急ときく。何でもいいから早く四月十日がきてほしいという

気にもなってくる。 
 
2 月 23 日（水） 
「天神支店」に信博君が手伝いに来だしたというが、力になろう。ただ、もう一つという

力の出し方に努力が必要だろうが、私は何もいえない。一日中かなり雨が降って動きを制

約されたが、団地の主婦たちは熱気をもって迎えてくれるので疲れを忘れさせる。亀井側

が自治会を通じて奥田攻撃のビラを配布している大平村のことで朝日新聞記者から意見を

求める電話があった。これは昨日も現地で問題になったのだが、ファシズム的なやり方だ

と答えておいた。カネ、権力、暴力、謀略宣伝の四つの武器が彼らの手段となる。今のと

ころ暴力以外はすべて出てきている。独占資本の危機感のあらわれ。 
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2 月 24 日（木） 
糸島で二度目の大衆集会をしてくれた。これまた相当な熱気であった。六〇〇とはいわぬ

集まりだった。波多江さんの奥さんが帰りに名乗り出てくれた。こういうふうな思いがけ

ない人に出くわすことがよくある。農業関係者ばかりの今津の集まりは全逓の池稔氏や坂

本氏の企画だったらしい。知った人があちらでもこちらでも目を見はる活動をしている。

農政連の支配下でも新らしい地殻変動がおこっている。自民党の尻馬にのった農政連では

農民を満足させられなくなっていることは確かだ。浮羽の稲富は民社だが、これはもっと

ひどい人物で、今や政治ブローカーになりさがっている。地殻変動がおこるような運動が

必要なのだ。 
 
2 月 25 日（金） 
亀井のポスターが時々はってある。末端の運動員はどうしているのだろうか。亀井は体の

動きが活発でなく、ひとを行政的に集めてはあいさつしている程度。それに時々はげます

会に出るくらいでこまかい動きはしていないという。今回に限ったことでなくて、元来そ

ういう人間なんだろうが、どうも彼の選挙運動は一部しか見えず全体がつかめない。今日

の毎日新聞の記者もいっていたが、運動が下までおりていないのではないかという。私の

名がまだ一般に知られていないハンディに比べられるようだ。今日は知事公舎監査結果に

対し取消しの訴訟が行われた日である。 
 
2 月 26 日（土） 
もう九〇日近く全県下をまわっている計算になる。残るは四〇日余り。とくに疲れたとは

思わないが、どうでもいい早く済んでくれといいたくなっている。それでいて疲れが出な

いのは毎日が落胆することなく過ぎ去るからであろう。候補者というものは周囲が湧いて

いるのでつねに楽観的な情勢展望をもつのでなかろうか。客観的にものを見るべきだろう

がそれができない。みんなよくやってくれているので感謝するばかりだ。隣の伊藤原田の

お二人が夜やってきてねぎらってくれたが、票集めも異常なほどよくしてくれる。 
 

2 月 27 日（日） 
少しぐらい嫌なことがあっても不満があっても内に包んでおかなければいけないといった

ら岩崎隆次郎氏は前回知事選の時の坪沼氏のことを思い出して負け戦の時は一寸したこと

が表に出て角が立ってしまうが、今回は情勢がいいから皆んな流してしまってくれてやり

やすいといった。万事そうしたことだら
ママ

うと思う。今日は内田一郎家に葬式ができて夜う

ちを探すのに苦労しながら行ったのだが、立候補することになって以来、これが四度目で

ある。寒い季節とはいえ多い方だろう。不吉な予感が頭をかすめたが、TNC からの電話で

は知事選は吉と出ている。 
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2 月 28 日（月） 
気分のいい政策発表（記者会見）ができた。公明党が「自主投票」を決めたが、どう思う

かとの記者の質問に「残念」と答えた。それはこの党の自主投票決定の理由が全く気に入

らぬからであった。あとで半分はよかったという反面を記者に答えた方がよかったのでは

ないかという意見も出たが、自分としては公明党をよく評価する気持は全くない。どうで

もしろといいたかったくらいだ。どうぞご自由に、といったはず。思っていたことが、さ

っと口に出てしまう点で、政治家としては欠点というしかないだろう。亀井をくさし、民

社・同盟をくさすのもいいすぎとの批判がある。怒りがあるからだ。 
 
3 月 1 日（火） 
大牟田市民会館ぎっしり埋まる会衆で「励ます会」が催された。地方でのこの種の集会と

しては飯塚もよかったが大牟田がもっとよかった。このあとすぐ市内のある料亭で、大牟

田の学者文化人が夕食会をもってくれた。学文的な集りが思想をこえて必要であることを、

福岡での経験を引例しながらお話した。大牟田の文化水準は決して低くはないのにその組

織がなくて機能せず各人が各会（界）ごとにバラバラになっているのだから、これからは

時に集まったらどうかということを提案した。市民会館での集会では本吉氏が実によい励

ましの言葉をいってくれたし、この会でも一つの役割を演じてくれればよいと思っている。

人材は多い。 
 
3 月 2 日（水） 
忙中閑ありという一日だった。今日オープンの「県政刷新をアピールする作家展」（新天町

おいし）に少しおくれたけれど参加できたし、筑前琵琶をきいて夕食する会を企画したと

ころ、これもまあ成功だった。幸村旅館がよくしてくれた。「屋島のほまれ」は二度目にな

るが、感激した。出席した中西次男氏が涙したほどだった。教養部の社会科では退官募金

名簿と紀要拔刷の贈呈式をしてくれた。その前に深山部長から名誉教授証が渡され、その

あとで、部長評議員と社会科全員の昼食会が第二会議室であった。みんな一しょうけんめ

いしてくれての結果である。感謝。 
 
3 月 3 日（木） 
ゆうべ岩崎隆次郎が来宅、みゆきの遊説計画の中での使い方で問題がるとして討議した。

大集会でも突如あいさつさせるという配慮のなさを改めないと、神経性胃痛をおこすから

である。今吉まさえさんも来宅していてよく話合ってくれた。会場が続々企画されていて、

私一人ではあいさつに対応ができないから、分身的に行ってもらっているが、なれないこ

とをさせるので、本人が拒絶反応をおこす。そうならないようにしてほしいということで

ある。今日は福岡から筑後川温泉に入って来た。地元の者の話では久留米二二万都市と周
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辺が亀井陣営の大拠点で、こちらが大そう遅れているという。 
 
3 月 4 日（金） 
日経新聞が知事選候補としての多項目にわたるアンケートを発しており、RKB は同様の問

に対するテレビインタビューをすると申出ているので、その答案を岩崎、島津、八丁の三

人を交え、八女市明月荘で練った。二月末に公約を発表していたので比較的に時間を要し

ないで原案がえられた。四人の意見は労せず一致した所である。嫌な質問もあるが、報道

陣にはていねいに対応しないと損だから、そのつもりで時間を費した。ところで今日は農

林問題に頭を使わねばならぬ集会もあって、不況の深刻さが意外に重大であることを改め

て感じさせられた。ただ、知事になったとて、特効薬がある訳ではないので風呂敷をひろ

げられないので困る。 
 
3 月 5 日（土） 
筑後に来ると、さすがに亀井が強いという印象。それでもわが陣営もいつもと違うハッス

ルぶりのようだ。自民党分野からの寝返りもかなりありそうだ。現地では五分にいきたい

というが、とてもそうはならないだろう。久留米だって張切っていますよとはいうが、や

はり筑後は大牟田を除いて当方の劣勢は肌で感じられる。亀井側は昨日中曽根の梃入れが

決まり、遠藤から三原に県連会長の更迭があり、辻についで山崎が亀井側に一致したこと

により、自民も一本化、いよいよ総力をあげてかかってきた感じだ。これからが「白熱戦」

の段階に入ったといえる。 
 
3 月 6 日（日） 
亀井陣営の動きがこの一週間あわただしいが、県評の山川氏の話によると、講演会の調査

で不利であることがわかったので、急遽しめつけにかかったのだとのこと。中曽根首相に

泣きつき、成功したらしいが、まだまだ県内の保守体制はエンジンがかかっていない。か

かり出したら中央からの人的・物的来援でどんな反撃に出てくるかが問題である。切札と

しての暴力がでてこないとも限らない。今日はサンパレスで共産党の不破委員長と席を同

じくしたが、反共宣伝の材料を与えたかも知れない。共産党は福岡での社共統一候補の実

現を大変重視していること確実。 
 
3 月 7 日（月） 
亀井陣営の当方に対する赤攻撃には目に余るものがあるが、やむをえないだろう。かなり

動きだしてきた。今日福岡で彼らの総決起集会がスターレーン（駅裏）であって三千人集

ったという。会場が五千人収容できるのに、一寸淋しいのではないか。遠賀で IC 工場の日

豊産業で社長がいうには、当方が上すべりの人気にとどまっているのではないかとの警告
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があった。そうかも知れぬ。水巻の保育所では子供たちが私をみて「本物の奥田八二」と

寄り集ってきた。九〇日まわってようやく子供が名をいうようにまでなったことは確かだ。

亀井側のデマゴギーにどう対応し、上っすべりを戒めるかが今後の鍵だ。 
 
3 月 8 日（火） 
筑豊でも子供たちが奥田八二の名をかなり知っている。名が売れはじめている証拠だが、

同時に亀井の反撃も強まってきて、近頃は少々捲きかえされてきたように思える。共産党

がリードした案内では、こちらは赤旗の宣伝カーですといった調子でことさらに自分たち

の宣伝を枕言葉に使ってるのが気になる。住民の中には共産党、社会党では投票しないよ

という声も少くないのだから少しは遠慮してくれればよいのに困ったものだ。社共共闘で

いった方がよかったかどうかわからない。今日は若者の集いがあった（穂波公民館）が、

筑豊も若者が育っていることを再認識できた。 
 
3 月 9 日（水） 
東京都知事選の革新候補に太田薫がというニュースが夕刊に出たかと思うと一転して毎日

新聞の論説担当を長くやっていた松岡英夫氏に決ったとも報ぜられたりした。後者の方が

あとだから正式だろうが、それにしても東京の方が決ったということは歓迎すべきことだ。

東西で闘わないと、福岡へ集中攻撃をかけられたのではたまらない。松岡氏が現知事鈴木

に対してどれだけ挑戦力を秘めているかは知らないが、かなり手ごたえある候補であるこ

とは間違いない。告示まであと一週間残していよいよ本番、中盤過ぎという感がしてきた。 
 
3 月 10 日（木） 
余すところ三〇日になった。告示まで、あと五日である。西日本新聞が亀井と私の“官田

インタビュー”をのせていた。知事は良妻賢母型とか、校長は授業を持つべきだという私

の発言が見出しになっていた。不偏不党という言葉も。校長担任説はどのような反応を呼

ぶだろうか。一般の反応を知りたいものだ。高校まで全県で教頭校長は二千人いるだろう

が、どれだけ人材が浮くだろう。大学では部長も授業をもっているのだから高校以下も当

然ではないだろうか。公明党は私に政策がないとか行政手腕がないとか勝手なことをいっ

ている。対決してやりたい。つまらん党だ。 
 
3 月 11 日（金） 
いよいよあと三〇日に迫った知事選である。疲れは？というと、平気というならウソにな

るが案外持久戦に耐えている。もういいから早く終ってくれないかといいたい。新聞記者

が落選したらどうしますかと聞くから、せいせいしてあとは好きなことができていいと思

うと答えたのだが、半分はそういうことなのだ。ひとに奉仕する知事よりは、自分に満足
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のいく生活の方がいいにきまっている。年とっていて五選目も挑戦するとはよほど芸のな

い男なんだろう。理想も思想もない男と対決しているところに意味があるといえばそれま

でだが、知事なんてしんどい仕事だ。 
 
3 月 12 日（土） 
姫路から四人の打越組が陣中見舞に来てくれ夜十一時半までほんの一時間余謝辞をのべな

がら話すチャンスがあっただけ。それにしてもイトコ半という間柄なのに、みんな心配し

てくれて有難いことだ。勝てるだろうとのべておいた。信念としてではある。新聞記者が

さかんについてまわるのだが、勝つ予感に従って彼らが行動するであろうから、こちらも

その気になるわけだ。ただ、同盟系、亀井事務所、右翼系がものすごい「赤攻撃」のビラ

を撒きはじめた。亀井も悪いが「赤」よりましという心情の持主には有効だろう。彼等に

はそれしか攻めの手はない。それが守りなのだ。 
 
3 月 13 日（日） 
雨が降ったり止んだり、夕方からは強風がでてきた。四つの集会はかなり天候にたたられ

た。麦がずい分伸びてきた。草が萌えてきても草を踏んだり、抜いたり敷いたりできない

のが残念である。沈丁花も過ぎているのではないか。見ようと思えば見れなくないが気持

がそちらに向かない。先日気がついたのだが水仙の時期がとっくに過ぎている。梅も満開

を過ぎているようだ。車で田舎道を通っているとそれに気づく。人間ばかりに接し気にし、

自分をそれらの被動者にしているこの頃があわれに思えてくる。学者は芸者だといったが、

候補者はそれどころではない。こんな日がつづくなら気が狂いそうだ。 
 
3 月 14 日（月） 
告示前の遊説あいさつまわりの最終日になった。八幡を中心とする一日だったが、他とく

らべると北九市内のまわり方の何と大まかなことだろう。告示後は終盤戦というが、中盤

までのところでどう解したらよいかわからない。岩崎隆次郎氏もそういっている。福岡市

など“よすぎる”ようだが、そう解してよいかどうか、読めないというのが事実のようだ。

亀井側の「赤攻撃」のビラ入れは執拗をきわめているからだ。読売新聞は五二対四八で亀

井の勝と読んでいるという。でも、亀井側の動きそのものは実に鈍いのに。わからない！ 
 
3 月 15 日（火） 
記者会見があった。亀井の方は夕刊報道によれば私をこきおろしている。「社会思想史の担

当教授が何ができるか。行政や財政がわかるか」ということをいっている。この馬鹿野郎

といってやりたい。亀井は能吏かも知れないが、政治家としては落第である。民の心を逆

なでするようなことを言い、行いということでは決して政治家の類に入らない。こんな男
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を十六年間も知事に頂いていたということこそ福岡の恥といわねばならぬ。医者でも俳優

でも、画家でも、プロ野球の選手でも政治家となれるのである。彼は行政屋と政治家とを

混同している大馬鹿野郎である。レーガンが俳優であるということを知るべきである。 
 
3 月 16 日（水） 
宮まいりをすることについて「県民の会」の岩崎は困るというが、兄はぜひとういうので、

そこは“信仰の自由”ということで、「個人的」に解釈してもらい、公けの日程とはせぬこ

とで結着した。何ともいえぬ行動の不自由さである。それでも報道陣は記録に入れてしま

う。今日は終日雨で、車の窓から手を振るから洋服は両袖びっしょりにぬれてしまった。

門司で遊説が終った時、報道陣から一日を終えて感想を一言ときかれたので、「やっと候補

になったのかなと感ずるようになった」といった。それだけ。早起きだったので眠い眠い。 
 
3 月 17 日（木） 
亀井を馬鹿呼ばわりしたというので、県民の会で問題にしている。失言、失点になるとい

うのである。冷静に考えるとそうかも知れないが、こちらもなま身、怒る時はたとえ失言

失点でも怒っていることを相手にわからせる方が大切だと私は考える。また、なま身なら

怒った方があとが衛生上よろしい。岩崎らは失点だけ気にするが、こっちがなま身で、怒

りを爆発させないで腹にしまい込んでおく非衛生的状況の方がよっぽど悪いということを

計算しないでいる。人間だからすべていいことばかりで失点がないということはできない。

傍からとかく言いすぎる。無用の口出しが多いのでないだろうか。ああいう人だと思って

ほしいのだ。 
 
3 月 18 日（金） 
糸島、福岡西区、筑紫、甘朝、三井小郡を今日も駆走でまわった。沿道の人達の反応がと

てもはっきり見えてびっくりしてしまった。よすぎるのではないか。本隊車随行車の誰も

が一様にすごい反応だという。それでも四〇%をこえる支持にとどまっているということだ。

亀井とはっきりいう人はその半分ぐらいで、残りは四〇%は態度未定との情報がはいってい

る。朝日新聞からの情報電では筑後路の反共宣伝がひどすぎるので対応が必要なんではな

いかといい、周辺の人もそういう。県民の会では、無視すべきだという。 
 
3 月 19 日（土） 
共産党が大変熱心にやってくれているのはいいが、県議市議などを相乗りさせるため、前

へ前へ出る傾向が強まっているのでかえってマイナスの影響を与えているのではないかと

いう声が陣営内で高まっている。反共攻撃が強まっている折柄、何とかならないかという

のだが、これを私が何ともできない。陣営内の会議でオープンに論議してくれなくてはど
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うしようもない。17 日に不破委員長が本隊車に乗ったことがあるが、これも問題になって

いる。飛鳥田委員長も本隊車に乗せないことになっているというのだ。共産党の得点と失

点のどちらが大きいかといえばもちろん得点の方が大きいに違いない。公明党とはまるで

違う。創価学会は当方に入会勧誘さえしているが、馬鹿にするなといいたい。 
 
3 月 20 日（日） 
日がたつのが早い。もうあと残り二〇日になってしまった。十六、十七の両日雨の中を走

ったせいか鼻水が出る。風邪だろうか。別に頭痛も咳もないが、片鼻が一寸詰まる。体調

に変わりはないので、これなら最後までいけるだろう。亀井側の企業しめつけは関連企業

をふくめかなり底辺まで浸透しているらしい。大牟田のラーメン屋での話。朝日新聞の広

瀬記者の話では、調査によると県民はあくまで公舎の問題を争点の第一においているから

反共宣伝のいいわけなどさらりと流し、公舎問題にポイントをおいた話をする方がよさそ

うだということである。してみればもとにもどった戦法がよいわけだ。 
 
3 月 21 日（月） 
久留米に「学文の会」が遅まきながらスタートした。遅まきながらといっても選挙でこの

種の集まりができたこと自体はじめてのことだし、これをきっかけとして平素の運動がか

わってくれることが望ましい。あいさつをしておわかれする時に、知事選での勝ち負けは

別として、この種の集まりをまたやるようにしましょうといっておいた。文化人という言

葉には誰しも抵抗があるようだが、文化人が水面下でかくれているのではなく、平素から

もっと大衆レベルに出て来てほしいのである。今日は門田見氏が連れ添ってくれた。久留

米の演説会三カ所のうち二カ所が具島さん、一カ所が門田見さんだった。 
 
3 月 22 日（火） 
北九州の各区がどうなんかと心配していたのだが今日ややくわしくまわってみて反応がよ

いので安心した。昨夜の読売新聞北九の記者の話で、北九が他の地区の負を補うことにな

るといっていたのが当っているわけだ。筑豊はいいようでもそれほどでなく、豊前での負

を補う程度だろうともいう。福岡市はいいという評判だが、五分に行けば上というのが読

売の評。それで筑後の負を北九で取りもどさないといけないというのである。昨日の朝日

新聞の記事では「全く互角」とありながら、奥田を先に書いてある。これはわが方が優勢

ということの証拠だというのである。 
 
3 月 23 日（水） 
立会演説なるものの初体験。思いのほか野次が少なかったが、挑発を感ずる。比較的に静

かにきいてくれたので満足できた。あとでのわが陣営内での評価は「よかった、合格」「迫
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力が足りなかった」、自己評価は FBS テレビに答えたように「九〇点だった」なぜ、どこ

が不満？「だってやっぱり緊張していたもの」「やわらかさが欲しかった」後攻亀井側にも

野次はとんだようだ。野次を気にしたら負ける。たんたんとマイペースでやれなくてはな

らない。ひとの意見は必要と思う点だけきいて、あとは無視するほかない。反対の逆の意

見すらあるのだから結局きめるのは自分でしかないということが大切である。後攻の亀井

氏はアジっていたようだ。 
 
3 月 24 日（木） 
浜の町病院で九時に定期検診をうけたら血糖値が高くなっていた。二～三日悪条件が重な

ったからだろう。肝臓の方は心配したほどでないらしい。二～三日の内に体重が一キロ減

っている。あと十六日だ。もつだろう。投票日まで検診しなくてよいというのだ。薬だけ

もらって帰った。睡眠時間がほしいがままならない。体重があと三キロほどふえないと。

今は五〇キロを切っている。食欲は十分にあるし、眠れないということもない。秘書の森

数君は「タフだ」と評する。鼻カゼみたいな状況はなくなった。ノドを使って声が割れた

ような状況も割合によくなった。うぐいす嬢が「ひやけしましたね」という。そうかなあ････。 
 
3 月 25 日（金） 
あちこち桃が咲いているし、菜の花、ボケも美しい。晴天で全く春といってよい。休みな

ので子供達が時に選挙車を追うように寄ってくる。子供が春を知っている。告示後十日に

なる。日がたつのが早い。あっという間に終着駅につくだろう。今日この頃の草花を楽し

めないのが残念でならない。どこともいい家屋を作っているのに感心する。が、炭住の古

い群も残っているし、市営住宅の古いのもある。貧富の差が大きいというか、いや、新築

の立派な家をもっても賦払いに窮々としているのかも知れない。知事選はようやく県民の

間に熱気を呼びつつあるといえる。新聞をよく見るひまもない毎日。 
 
3 月 26 日（土） 
旭旅館の朝食につくしが出た。季節ボケを改めて感じ本隊車の窓から注意して花をみた。

水仙、れんぎょう、ボケなど、うちのも咲いているだろうか。ヨモギをつんでいる人もい

る。所によっては吉野桜さえほころびはじめているのがある。雪柳が全開。山椿がどこも

美しい。思えばもう三月も下旬なのである。旅館に泊ることが多いし、帰宅しても夜おそ

く朝早いので庭をみるチャンスがほとんどない。筑後川の堤防河川敷は菜の花ざかりであ

る。春休みの子供達の遊ぶ姿も一つの自然にみえる。九時半頃帰宅して思いがけなくヨモ

ギ餅を食べることになった。わが家にも春がなくはなかったのだ。 
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3 月 27 日（日） 
久しぶりにわが家の裏庭を散歩した。海棠がもうすぐ咲きそうに蕾を準備している。だが

日当りが悪くなったせいか、庭の草木が生気を失っている。昨年最後の段階で面倒を見る

ことができなくなった盆栽菊だが、新しく新芽を勢いよく出している。だが今年は多分盆

栽になしえないだろう。そういう楽しみを奪われたのだ。大菊についてもいえるかも知れ

ない。ゆとりを一つ失った生活になった。新築の時に庭師をしに来てくれた藤木氏から電

話があり、今はどこか鞍手で学校の用務員をしているとか、どこかのテレビで私が立候補

者活動の一端として録画されたのをみて、玄関の貝塚いぶきが伸びているから切り込みに

行ってあげようといってきたとか。 
 
3 月 28 日（月） 
神湊のあけぼの荘を六時半に出るというので、五時半少し前に目がさめ、起き出て入浴な

ど身支度をした。窓を明けるとここは海水浴の砂浜と釣の岩場に面したいいところである

が、昨日のわが家のように鶯の啼声でめざめるといったのとは異る。波の音でもない、風

なく静かな遠浅、向うに見えるのは、大島であろうか。迎えの人にきいてみると、大島村

には八〇〇票ほどあるが、ほとんどが亀井票でこちらのポスターなどすぐ剥がれてしまう

という。何せ十六年もやっていると何でも亀井の恩沢になってしまっている。電気がつい

たのも、船着場ができたのもという具合に。そういう話をきいているうちに六時半になっ

て、いざ朝立ち出発。のどかな朝の一時だった。 
 

3 月 29 日（火） 
県議・市議の告示があって知事選と重なり騒然たる博多だった。27 日から咳が出ると思っ

たらだんだんひどくなって、今日は演説中に一寸咳が出るに至った。一寸心配だが、ほか

は体調は崩れたとはいえない。ただ出馬まもない頃、大集会で体調十分だ、いつ風邪をひ

いたか気
ママ

憶していない程と、強がりをいったことを思い出し、われながら不用意な発言を

したこと、風邪をひかないように注意すべきだったのに、どうしてひいてしまったのだろ

うかと後悔したりもした。カゼはこのように、いつかわからぬようにやってくるものであ

ることも確かだ。まだ立会演説も残っているのに、心配。何とかくいとめたいものだ。 
 
3 月 30 日（水） 
妙に寒かったりあつかったり、風邪をひいたらしい。咳が少しひどくなった。午前中雨の

中で、志免での朝立ちなんかがよくない。むやみに早く起きなければならないし、薬も定

期にのめない。車窓から出して振る手も冷くなって時には膝の間に入れて温める。顔を出

せば風がまともにあたる。もう、次に選挙に出る時は、朝立ちなしという条件をつけよう

とすら思った。朝立ちというのは古いスタイルではないだろうか。亀井側はやってないの
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ではないか。朝は誰しも忙しいので候補などに注目する人は少い。工場の門に立っても、

反応はにぶい。反応しないことを保身術と考えている人も少くない。無駄な努力のような

気がする。 
 
3 月 31 日（木） 
今日も朝食抜きで門司駅前の雨中の朝立ち。すっかり風邪をひいてしまった。今日から四

日間立会演説がつづくのにどうしたことか。姫路から小学校時代の前田先生と吉田繁太郎

の二人が来訪激励してくれた。小倉の市民会館での立会演説会の直前に会うことができた。

四十年、否、五十数年のかすかな思い出が寄せ書きの中によみがえってくる。今は選挙中

だから何もできないが、終ったら何かせねばならないだろう。人間って何十年の後にどう

かわっていくか知れたものではない。それがめぐりめぐって又会える日が来るならどんな

にいいだろう。二人はその使者みたいだった。 
 
MEMO 
選挙カーがどんどん走る。一日一五〇キロ以上は走っているだろう。道路が整備され、高

速有料を使うと縦横にかけめぐることができる。反面そのゆえに、無理、無茶な計画をつ

くることにもなろう。北九と筑豊を行ったり来たりで二日、三日を使うのだが、もう少し

順路よく計画が立てられないものか。けちけちしていては選挙にならないというのかも知

れないが、ともかく縦横無尽ということだけでは感心できない。企画当局は苦心の作だろ

う。思ったように現場が動いてくれないでは何もならないからである。山口弘遊説部長は

企画決定に大変な骨折りらしい。 
 
4 月 1 日（金） 
今晩九時に終った民商北九婦人のつどいでは、花束のほかさまざまなプレゼントを頂いた。

民商ならではのこと。ハーブキャンデー、ホワイズエース、ソックス、卵、ミカン等々婦

人の集りは気持が美しく感じられる。婦人の手で政治の流れを変えようとしている。これ

は今回の選挙で特に感じられる特徴である。それができればどれだけ立派なことか。婦人

の立場が政治に直結しているということを機会あるごとに論じているのだが、いくらいっ

てもいい足りない。選挙演説など精々十分か十五分、その間婦人のことに言及できる時間

は知れている。しかしこれからも機会あるごとに強調していきたい。 
 
4 月 2 日（土） 
飯塚の立会で亀井側の動員者に日の丸が渡され場内で振ったというので当方の者が鋭く抗

議した。卑劣な手段ではあるがどんなことでも選ばない。一人八千円という動員費を使っ

ているともいわれている。証拠をつかめない噂の域を出ないのでどうにもならないが、宗
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像の伊豆県議が五百円の交通費を出したということで問題になっている。わが方はどう資

金が流れているのか知るよしもないが、みんな夜おそくまでローラー作戦といってビラ入

れによく動員されている。電話作戦も最高潮に達している模様である。あと一週間、亀井

陣営の捲きかえしこそ要警戒である 
 
4 月 3 日（日） 
桜が急に咲き出した。三分咲か。すごい強行スケジュールながら消化し、やっと峠をこえ

た感じ。モモジ
マ マ

パレスで今回最終の立会演説会があり、声がとどかぬほどの野次に対抗し

つつ切り抜けぬけることができたからである。亀井側の卑劣な反共攻撃は県民の会事務所

前での妨害演説？にもあらわれた。今日は中曽根首相がやってくるし、あらん限りの手段

を駆使しての向うの攻めである。ファッショそのものといえる。こちらも中曽根の不沈空

母、三海峡封鎖論を逆手にとって、戦争政策の危険性を亀井がせおいこむことを強調して

いった。あと六日で万事おわる。 
 
4 月 4 日（月） 
福岡に来てみると桜は三分どころか八分ほども咲いている。ほとんど緯度に合って北へ北

へと咲くらしい。花見するなら今が絶好期といってよい。柳もかすかな淡黄色のふくらみ

から急に葉の形にみえてきた。街行く人も薄着が目立ってきた。今日越せばあと僅か五日。

朝日の記者が一日付いていた。まだ両陣営紙一重でせり合っているようで、記者のカメラ

も両方を追う必要があって大変だろう。調査結果がわかるのに、あと何日もかからないだ

ろうが、ほぼわかると、彼らの態度に急変してあらわれてくるに違いない。 
 
4 月 5 日（火） 
もくれんの満開がみえた。桜はそれに近い。はや、あと残り四日に迫ってしまった。淡々

たる心境である。新聞は五分五分という予測を出しているらしい。どちらも必死であろう。

私はまわされるようにまわっているだけ。どっちにころんでも文句はない。それにしても

猿まわしの猿のように動かねばならぬとは主体性のないこと著しい。面白いとはいえない

面もある。が、元来がこういうこと嫌いではないし、情勢が面白いので猿のようにまわさ

れていて苦にならない。今日は全く快晴で、助手席に乗っていて、まともに陽をうけたの

で日焼けしたに違いない。風邪の心配は殆んどなくなった。 
 
4 月 6 日（水） 
選挙カーに乗っての各山地めぐりがちょうど花見という形である。香月、木屋瀬、その他

八幡の山つき、とくに皿倉山麓は美しい。柳の芽が特にきれい、桜花まさに満開に近い。

ただまわっていて八幡製鉄の社宅にいくつも空き家があるのが目についた。アパート全棟
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ゴーストタウン化しているところもある。取り潰しにカネがかかるとすればそれもすまい、

ということになると、これが将来社会問題化しないとはいえない。戸畑では中小工業跡地

はサラ地になっているが、利用するすべもなく置き去りになっているとみえる。八幡製鉄

が合理化を進めれば、あとに廃跡だけが残されるということが、選挙でまわって気づく点

だ。 
 
4 月 7 日（木） 
亀井陣営があらん限りの悪宣伝をしている。政治の汚なさの極点である。ファシズムでも

ある。汚い男、汚い集団、汚い手段がいたるところに見られる。教養もなく、欲だけのか

たまりみたいに見える亀井。東大法学部出身の典型的な官僚そのものである。よくもこん

な人間が十六年間も知事を務めたものだと思う。汚い事ばかりやっていてそれを包みかく

すために、あと一期どうしても、いかなる手段を用いても知事になりたいという、あきれ

た野郎だが、中曽根と瓦林を味方につけ権力を加えて何をするかわからない。―怪物 
 
4 月 8 日（金） 
朝早く夜おそいので眠い。選挙カー助手席で何回も居眠りする。そういう時は相手の反応

が鈍いときである。同じ福岡市、同じ西区でも反応には所によって違いがある。団地は共

働きが多いのか概して反応が鈍い。留守家族というのであろう。握手を求めても振り切る

ように拒む人が時にある。応ずる人の中の何割が票になるのかわからない。三割は票にな

らないのではなかろうか。人の心が読めないからこそいいのだろう。だのに読みたくなる。

今日は、あと一日で皆さん、もう一票重ねてくれとたのんで歩いた。たいへん困難なこと

ではあろう。が、この頼みを何人がかなえてくれるだろうか。 
 
4 月 9 日（土） 
“おくだコール”というものをふくめて、支持者達が天神で沸きに沸いた。雨の中だった

が、もうここまでくると何も考えない。渦中の人となってもみくちゃといった方がよい。

知人、友人、身内の者など大群衆の中に知った人がかなりいる。人、人、人。その渦の中

で自分が何だかわからなくなってしまう。ロボットのように動いているだけみたいである。

亀井側との人の波が接触。政連車のバルコニーにいる私に、にくらしげにどなる奴もいる。

私はにたにたした顔つきで彼らに答えた。彼らは多く日の丸の鉢巻と旗をもっている。し

かし県議・市議の日の丸組に、わが方に歓呼する連中もあった。自民党というよりは企業

が亀井をかついでいるのである。 
 
4 月 10 日（日） 
投票風景をテレビでとられるなんて、これまではひとごとだったのに、今日は自分のこと。
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梅光園団地の集会所近辺の桜花は昨日来の雨で地面にたたき落されてしまっている。投票

所にまでドヤドヤとテレビカメラが入り込むなんて異様とも思える。選管事務当局もびっ

くりしただろうし、付近の人たちもびっくりしただろう。「どういう気持か」と報道陣は質

問するが。ゆうべはなぜかよく眠れず、5 時頃には目がさめる状況で、今日は疲れが感じら

れ、気分は曇っていた。ひとが残酷に私を動かすので、それだけでも疲れてしまう。今日

で最後かと思ったら、今後まだお礼まわりがぎっしりあるとのこと。うんざりだ。 
 
4 月 11 日（月） 
自分でよろこびの実感がわいてないのに、県民の会の事務所に集った人達がわがことのよ

うに歓呼するし、カメラマンの放列があるなどで、当選したといってよいのだろうかと思

うようになった。午前中は信じられないという気持の方が強かったが、午後になって一二

二万票対一一七万票で当選が報道されたので、やっとその気になってきた。午後は各社報

道のインタビューが延々とつづいて、同様の質問に応答せねばならない苦痛の連続だった

が、多数野党対策とか、財政運営とか、何をまずやるのかとか、あまり心配してないこと

ばかりが質問の大勢を占めていてやや嫌になった。地方自治ということがわかってくれて

ないのが一番心配である。 
 
4 月 12 日（火） 
急に知事の荷物が重くのにしかかったように感じられてきた。第一、借家とか、研究室の

本の処理をどうするか、秘書人事をどうするか、とくに私的、政治的、行政的の三種のそ

れをどうするかである。行政的の場合は公務員に違いないが、他の二つは私的なものであ

る。三つとも未定ということなので人選を急ぐわけだ。また、高級県職員の動揺（副知事、

出納長ら）をどう防ぐか、議会対策を誤らないようにするにはどうすべきかである。人事

に檄的な変化がありえないことはもちろんだが、広末副知事のごとき、亀井と共に去ろう

と決意している人は留めようもない。県議会は社共がより少くなっている。 
 
4 月 13 日（火） 
教育長、自民・民社などが反奥田で手ぐすね引いている。報道陣の一部も事あれかしと待

ち構えている。柔軟に、また激変を避けるというのが何よりも大事だろう。ただ性分とし

て、刃向ってくる奴にはカッと怒るだろうから、その辺に落し穴がないともいえない。中

央政府・自民党が扼殺を謀るだろうということも十分計算に入れておかねばならない。県

民の会にも自宅にも祝電がどっさり来ており、思わぬところから祝物の届けがあっている。

こんなのに一々どう対応していいかわからない。君子豹変というのもある。先陣争いみた

いなものもいる。 
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4 月 14 日（木） 
知事というものにはかなり広汎な権限があるらしいことがだんだんわかってくる。それだ

けに、使うときは温に、厚に、そしてできるだけ多数者が納得がえられるようにしなけれ

ばなるまい。楫取りも必要だし、説得、仲介も必要であり、リーダーシップも必要であろ

う。偏したり、私心を通そうとすることは戒めねばならない。また、思ったことをストレ

ートに外にもらすことも慎重を要するのではないか。教育長との異見についても新聞でさ

わがれ多数の人が反撥かつ心配しているようだ。でも、最初にそうした相異がわかってい

いし、実際の運用で誰しも納得のいくやり方をするよう自戒したい。 
 
4 月 15 日（金） 
夕方になって教養部の河野さんとの電話連絡がとれ、彼のうちでマージャンをすることに

なった。好きなんだなあということだ。安東、上田が加わった。久しぶりだったが好調に

経過した。いまや異る世界になってしまった仲間。私の心の一隅には、教養部時代がよか

った、なぜ知事選に出馬し、今は知事になどなったのだろうかとの悔みがある。大義とい

ったり、使命感といったり、うまい言葉を使ってみても、所詮自分というものが死んでし

まう。ひとのためになるというようなきれいごとで生きるのはどうも偽瞞に思えてならな

い。 
 
4 月 16 日（土） 
夜 9 時過ぎ、姫高会の祝賀会の帰りに幸村にいた木梨、上田恵子、朝日の西牟田記者の集

りに合流したところ、西牟田氏が大変無礼な態度をとった。お前はつまらん男だ。明日か

ら足ひっぱりをしてみせる。当選させてやったのは“朝日”のおかげと思え。社共はダメ、

何の力にもならぬ。社党の林はつまらぬ。あれが推す近藤秘書室長はいかん。等々いいた

い放題いった。挑戦に乗ったわけではないが、奥田倒しをするならしてみろ、朝日だけが

亀井を倒したのではないと主張、譲らなかった。西牟田が酔っぱらって眠ってしまったと

ころで私は帰宅した。―幸村でのこと。 
 
4 月 17 日（日） 
久しぶりに晴れて、ツツジも咲きはじめすばらしい春のさかりだが、気分は全く晴れない。

昨日の朝日新聞の西牟田氏の発言や態度を思いおこすと腹立たしくて仕方がない。一新聞

記者が次の知事をつかまえていうべきことではないこと、数限りない無礼きわまる悪口雑

言を並べたてたこと、朝日新聞がオールマイティと自称したこと、必ず知事を失脚させて

みせると断言したこと等々、森数や山口には伝えたし、みゆきもそばにいて泣いていたし、

木梨、上田の二人も証言（目撃）者たりうることである。そういうことを思いめぐらし、

晴れぬ一日であった。 
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4 月 18 日（月） 
九大学長田中氏を訪ねた。報道陣のとりまく中、九大と県と関係が一そう密になることを

お願いした。もう大学人という感じは全くないが、知事に当選したらそれなりに心労が多

いことを思うと、大学人でありつづけた方がよかったと改めて考えてみたりした。他面、

大学にはそれなりの嫌なところもあったわけで、やはり結論は、退官して自由な身分にな

ることが一番よかったのではないかということである。そう考えつつ現実にかえる。命か

を短めるかも知れない。でも、それでも宿命と思えばよい。ただ、近しい人々に迷惑をか

けることのないよう祈る。 
 
4 月 19 日（火） 
朝、早目に木梨氏が来訪し、先日の西牟田氏発言につき本人の気持はこうだったと非礼を

わびた言葉がかえってきた。もちろん覆水盆にかえらず。同時に木梨氏は娘さんがなくな

ったことを契機に仏教界、心霊界を信ずるに至ったといい、私について姓名学判断の所見

をのべた。そしてマルクス主義とこれとをどう調整するかを考えているともいった。私は

この数年教養部での講義に唯物論を話しているが、人間の心についてかなりふれざるをえ

ないことを知っているとのことを引合いに出し、次元の違いがあるので信ずることもまた

いいのではないかといっておいた。環境がかわれば心境もかわるものだ。 
 
4 月 20 日（水） 
「お布施買収」にみゆきが関係していると読売が報道した。問研で話し合ったが、自民党

中央からの指しがねであることはありありわかるし、読売と毎日がお先棒をかついでいる

ことも見え見えである。両紙は奥田県政のスタートをなるべく汚れたものに印象づけよう

と懸命で、私の発言を故意にねじまげて報道したりしている。“亀井落城”がよほど腹にす

えかねているのではないだろうか。“公舎に入ることもありうる”との発言を野党多数で押

切られたらと前提していっているのに、この前提を抜きにして、「公約を早くも棚上げ」と

いうごとき。 
 
4 月 21 日（木） 
みゆきとの電話連絡で今日は山ノ上ホテルに来ないかといったら、森数君が昨夜、冷淡な

電話で、宿泊に来たかったのに拒否したと怒り、今日も行かないとの返事だった。買収容

疑が新聞テレビで大きく報道され、心が乱れているのに、それを察してくれないのに怒っ

ているのだという。今吉さんその他が共にいてくれているらしいし、弁護士も時には行っ

てくれているらしい。が、報道関係者が張り込んでもいるらしい。今日の夕方のテレビで

はさらに同種報道がつづき、夕刊には、来週にも取調べがあろうといっている。心が乱れ

ているに違いないが、明日は帰って話合おう。 
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※この抄録は、1982・83 年の奥田八二日記より、福岡県知事選挙に関係する記述がある日

のものを中心に選定した。 
 日記翻刻は秋山正博（元奥田知事秘書）が行い、藤岡健太郎が校訂し、折田悦郎が監修

した。 


